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診ྏ看護師(NP)は、医師と看護師の中間的ༀ割としてより患者とື接に関わることになる。医ྏ者とし
て患者や家族に誠実に親身に接し、診ྏに携わる責任感とྛཀྵ観を持ち、多職種と建設的にチーム医ྏ
を築く。 

到達໪標 
x 医師と看護師の中間的ༀ割を担うことができる。
x 医師と協働し、指示・監督の下、相対的医行為、特定行為を行うことができる。
x チーム医ྏにおいてリーダー的役割を担うことができる。
x 研究、教育に取り組むことができる。 

研修期間：2023 年 4 月～2025 年 3 月（2024 年４月～2026 年３月） 
ྡ床研修を行う診ྏ科(月数)：ຓ酔科(2)、総合消化器外科(2)、脳卒中科(1)、循環器内科(1)、救急総合
内科〈病棟・ICU・ER〉(1)、岡崎 ER(2)、全ての科より選択ᶅ(1or2)、全ての研修科より選択ᶆ(1)、 
ᶇ全ての研修科より選択(1orᶅが２ヶ月の場合不གྷ)

研修診ྏ科（※必須研修先を除く） 

第一 
(๝໎) 

腎臓内科、内分泌・代謝内科、呼吸器内科、消化器内科ᶙ、消化器内科ᶚ、脳神経内科、血
液内科、心臓血管外科、呼吸器外科、整形外科、耳鼻咽喉科・頭頚部外科、内分泌外科、救
急科、脳神経外科、脳卒中科、腎・泌尿器科、乳腺外科、産婦人科、小児外科、形成外科、
皮膚科、眼科、緩࿪医ྏ科、放射線科、ྡ床腫 科、小児科 

第二 
(中川区) 

ばんたね外科、ばんたね脳神経外科、ばんたねຓ酔科、ばんたね整形外科、ばんたね救急科、
ばんたね産婦人科、ばんたね脳神経内科、ばんたね耳鼻咽喉科、ばんたね泌尿器科、ばんた
ね腎臓内科 

第四 
(岡崎) 

岡崎腎臓内科、岡崎呼吸器外科、岡崎呼吸器内科、岡崎総合診ྏ科、岡崎脳神経外科、岡崎
小児科、岡崎泌尿器科、岡崎心臓血管外科、岡崎婦人科 

研修評価： 
x 評価表に基づき各診ྏ科担当医師と໚談による評価を行う。
x 特定行為、相対的医行為に対して「自ཱི」の医師の最終確認を得るまでは医師・3 年໪以上 FNP の

見守りの下、実施する。
x 学会発表 1 題もしくは FNP 勉強会 1 回を行う。
x 10 月に研修全体の中間評価、3 月に最終評価を FNP 室⾧、FNP 教育担当と行う。
x 2 年間の FNP ྡ床研修プログラムを修྅後、修྅証を発行し授༫する。

FNP ྡ床研修のཀྵ念 

研修໪標 

研修プログラム 
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ホームページの求人票を参照
研修中の処遇、募集及び採༽ 
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౽ీਏྏ看護師（FNP）৮ແ規༁ 

ᶙ．FNP 
・FNP は౽ీਏྏ看護師（Fujita Nurse Practitioner）のྲྀである。
・ॶ଒は஦央ਏྏ෨ FNP 室とする。
・৮झはਏྏ看護師（Nurse Practitioner）とする。
・FNP は「୉学院र྅」、「ಝఈ行為に係る看護師の研र੏ౕにఈめられたಝఈ行為સ
21 区෾ 38 行為の研रをर྅」、「ೖຌ NP 教育୉学院協議会の NP 資格೟ఈをखಚ」
のすべてのགྷ件をຮたすものとする。

ᶚ．ਐだしなみ 
・スクラブ・പ衣は FNP 室規ఈのものを஥༽。
・ズボンはベージュ・黒・紺であれば規ఈなし。
・靴は華ඔでないものとし、規ఈなし。

ᶛ．研रローテーション 
・１೧໪は෱広いஎ識と技ढ़のसಚ、ྡ জਬ࿨を਄めるとともに、FNP のༀ割を೟識・

自覚することを໪దに研रローテーション（୻期）を行う。
・２೧໪はබ院のニーズ、個ਕの希๮をもとにローテーション（ௗ期）を行う。

（各೧委員会にて決ఈする）
・3 ೧໪以降は原ଉ、ਏྏ科固ఈとする。ॶ଒෨ௗ、FNP 室ௗにより೟められた৖合は

この限りでない。

ᶜ．೜ແ/ྡজ権限/業ແ಼༲ 
 ਏྏ看護師はॶ଒෨ௗ、各ਏྏ科ௗ、FNP 室ௗの指示をणけ、੻೜を持って業ແを実ભ
する。චགྷ事項はॶ଒෨ௗ、各ਏྏ科ௗ、FNP 室ௗへๅ告し、指಍および指示や援ঁをण
ける。 

1. コミュニケーション・ସౕ
・患ंと治ྏ৏のコミュニケーションの確ཱི
・意ັをఽえるためのన઀なඉ言語コミュニケーション
・खるべき看護行為・医ྏ行為のઈ໎
・患ंのয়ସとケアに関した質໲とઈ໎
・患ं、その家ଔ、ಋ྇やスタッフと交ླྀする際のプロとしてのସౕ
・৮業ྛཀྵの基६のॳग
・ポリシーやघॳのॳग
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2. マネジメント
・౲該෨ॼ運営
・ਕ事管ཀྵ
・࿓ແ管ཀྵ
・業ແ管ཀྵ
・教育指಍
・અඍ・෼඾管ཀྵ

3. アセスメント
4. ྛཀྵద意思決ఈ
5. チーム医ྏ・共ಋ
6. ಝఈ行為（※1）

・呼吸器（気ಕ確ฯに係るもの）関࿊
・呼吸器（ਕ工呼吸ྏ๑に係るもの）関࿊
・呼吸器（ௗ期呼吸ྏ๑に係るもの）関࿊
・१環器関࿊
・ৼೱドレーン管ཀྵ関࿊
・胸腔ドレーン管ཀྵ関࿊
・෴腔ドレーン管ཀྵ関࿊
・ろう孔管ཀྵ関࿊
・栄཈に係るカテーテル管ཀྵ（஦ৼ੫ຼカテーテル管ཀྵ）関࿊
・栄཈に係るカテーテル管ཀྵ（຦঩ཻ஖型஦ৼ੫ຼ஭射༽カテーテル管ཀྵ）関࿊
・૓উ管ཀྵ関࿊
・ಊຼ血液ガス෾ੵ関࿊
・ಃੵ管ཀྵ関࿊
・栄཈及びਭ෾管ཀྵに係る༂剤౦༫関࿊
・感ઝに係る༂剤౦༫関࿊
・血౸コントロールに係る༂剤౦༫関࿊
・ढ़後仑௩管ཀྵ関࿊
・१環ಊସに係る༂剤౦༫関࿊
・੠ਈ及びਈ経঳য়に係る༂剤౦༫関࿊
・ൿේଝউに係る༂剤౦༫関࿊

7. ૮ଲద医行為（※2）
・カルテେ行೘ྙ（※3）
・௔音ഀ検査

෴෨௔音ഀ検査 
ৼଃ௔音ഀ検査 
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下肢血管௔音ഀ 
න在௔音ഀ 
FAST ඲価 

・ICG 試験
・救急患ंトリアージ
・外উ患ं඲価（プライマリーサーベイ・セカンダリーサーベイ）
・救ໍ救急ॴ஖技ढ़
・घढ़ঁघ
・局ॶຓ਴
・ඉ感ઝ૓の๕合
・ൊ糸・ൊᭋ
・बढ़期ຓ਴管ཀྵึঁ
・気管ૢ管、ൊ管
・各झドレーンૢ೘/管ཀྵ

胸腔ドレーン 
෴腔ドレーン 
ൿ下ドレーン 

・෴ਭἧ刺
・肝ಊ஭の実施/管ཀྵ
・RI ౦༫
・஦ৼ੫ຼカテーテルૢ೘/管ཀྵ
・຦঩੫ຼཻ஖ਓのૢ೘管ཀྵ（※4）
・ポートਓのૢ೘管ཀྵ
・硬ຜ外カテーテルൊ去
・シースൊ去
・ಃੵ回࿑のૌみཱིて
・ಃੵਓのἧ刺
・෴ຜಃੵのカテーテル交換
・SG カテーテルൊ去
・೗๬ૌ৭ਓਫ਼検
・センチネルリンパઇの஭射
・各झෝ荷試験
・感ઝ༩๹技ढ़

スタンダードプリコーション（ඬ६༩๹策）の実施
ໃ菌૤作の実施
医ྏഉ棄෼規ఈに沿ったన઀なखり扱いとഉ棄๏๑
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※1  ಝఈ行為はฯ健師ঁ産師看護師๑（দ࿪್三೧๑ཱ୊್ඨ三号）୊三ॉ七ড়の
್୊್項୊一号の厚ਫ਼࿓ಉ঴ྫでఈめる行為。 
ਏྏ看護師は、౲院にて作੔された๑୊三ॉ七ড়の್୊್項୊್号に規ఈされるघ
ॳॽに沿ってಝఈ行為を行うことができる。 

※2 技ढ़スキルに規ఈする医行為は医師の௜ં指示下に実施することができる
※3 ు子カルテ৏の権限はพ紙のとおり規ఈする。
※4 ੫ຼ஭射実施に関する౲院の基६でおいて示される੫ຼ஭射レベル 1～4 を FNP はす

べて実施することができる。 
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ుࢢカルテ೘ྙ৏のخຌߴࣆについて
・େ行೘ྙࣰ࣎ࢬには、ਏྏ記ࣆとしてେ行೘ྙを行ったことを記ࣆとして࢔すこと（ࣖࢨ医・௜ંࣖࢨかใ括దࣖࢨなど）

・େ行೘ྙࣰࢬ後はଐやかに医ࢥにେ行೘ྙট೟を行っていただくこと

໪ߴ ローテート஦ ਏྏ科固ఈ ࣙ己೘ྙ େ行೘ྙ ඍ考
ਏྏ記ࣆ 〇 〇 ●
බ໌ 〇 〇 ●
DPC ✖ 〇 ●

サマリー 〇 〇 ●
ชॽ 〇 〇 ● ●

ワードエクセル 〇 〇 ● ●
ਏஇॽ 〇 〇 ●
検ର検ࠬ 〇 〇 ●
菌検ࠬࡋ 〇 〇 ●
බཀྵ検ࠬ 〇 〇 ●

画଀ਫ਼ཀྵ検ࠬ 〇 〇 ●
RI検ࠬ 〇 〇 ●

ॴ๏の೘ྙ 〇 〇 ●

஭ࣻの೘ྙ 〇 〇 ●

චགྷ࣎೘ྙ 〇 〇 ●
घढ़೘ྙ ✖ 〇 ●
継କࣖࢨ 〇 〇 ●
ॴ஖೘ྙ 〇 〇 ●
༎血೘ྙ 〇 〇 ●
ਏྏ༩༁ 〇 〇 ● ●
ଠ科依བ 〇 〇 ● ●

ଠබ院宛ชॽ೘ྙ 〇 〇 ●
೘院༩༁ 〇 〇 ● ●

੔ࡠ2017/11/21

2021/03/15改ఙ

FNPのుࢢカルテ৏のݸݘについて

ローテート஦はେ行೘ྙを行い、ਏྏ科固ఈ後はࣙ己での೘ྙが可೵

 またそれ以߳は、ࢨ಍医またはਏྏՌの医ࢥに૮஌してେߨ೘ྙすること。
・ただし１೧໪にؖしては、࠹ॵの3か݆ؔはࢨ಍医に֮೟をしてେߨ೘ྙすること。

医ྏ行為についてはେ行೘ྙを行うこと
オーダーをେ行೘ྙすることは可೵であるが、༎血౦༫઴の確೟は医ࢥのେ行であっても෈可

ಋ意ॽ・೘院カルテ１ࢶߺ・೘院ਏྏ計画ॽなどはେ行೘ྙで行う
下ॽきのஊ階で医ࢥの確೟をणけること

・େ行೘ྙࣰࢬには、େ行する医໌ࢥをだれにするか（ਏྏ科େන・क࣑医・බ౫౲൬医など）を各ਏྏ科と૮஌し、
 FNPがେ行೘ྙするࡏにはその医໌ࢥをમ୔してେ行೘ྙを行うこと

doॴ๏、外༽༂、緩下ࡐ、੏ృࢯࡐᖠ༂、解೦௡௩ࡐ、ເࡐ、栄཈ࡐについてはใ
括ࣖࢨがあればେ行೘ྙが可೵。継କࣖࢨにある༂ࡐについてはେ行೘ྙが可೵。
௜ંࣖࢨの৖߻にはそれ以外のେ行೘ྙも可೵であるが、ຓ༂・抗癌ࡐに関しては
෈可。ॵਏ患ंへのେ行೘ྙおよびERでのॴ๏େ行は෈可。ຓ਴༂に関しては医ࢥ
の௜ંࣖࢨがあればେ行೘ྙは可೵であるが、ใ括ࣖࢨでは෈可。

doॴ๏、ࣆ後೘ྙ、ಝఈ行為に含まれる༂ࡐ（カテコラミン、降圧ࡐ、ు解࣯、߶
カロリー༎液、ึ液、ཤ೚ࡐ、インスリン、抗菌༂）に関してはใ括దࣖࢨでのେ
行೘ྙが可೵。௜ંࣖࢨの৖߻は（ຓ༂・抗癌ࡐ以外）େ行೘ྙ可೵。継କࣖࢨに
ある༂ࡐはେ行೘ྙ可೵。

2018/08/01改ఙ

නࣖのデフォルトが医ࢥとなる

することࡎを記໌ࢥ಍医確೟ཟに医ࢨ
CVൊ去記࿧などはࣙ己೘ྙ、抗菌༂࢘༽಩はେ行೘ྙで行う
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診ྏ科 Unit 大学院実習 FNP1೧໪ච修 2023೧度ഓ置数 FNP(೧໪） 指導医 研修プログラムpage
腎臓಼科 小出滋久 ྜྷ宏樹 12
循環器಼科 ☆ ○ 1 小ྜྷ(6) 村松崇 14
呼吸器಼科アレルギー科 ຉ口智໷ 16
消化器಼科(消化管/胆肝ᢆ) 鎌໼俊彰(消化管) 中໼卓್(肝胆ᢆ) 18
಼෾ൽ・代謝಼科 ○ 担当医 20
総合消化器外科 3බ棟 ○ ○※1 1 竹松(8) チームพ 22
心臓血管外科 ○ 4 永谷(10)、谷田(10)、ຌ庄(4)、橋ຌ(3) 前川厚生 秋田淳೧ 24
呼吸器外科 ○ 松田安史 26
೗腺外科 ฑ田宗嗣 28
೶神経外科 ☆ 1 斎藤(6) ෤藤淳 30
೶卒中科 ☆ ○※2 1 稲田(3) 担当医 32
整形外科 黒岩宇 34
ൽ೚器科 竹中政史 36
産科・෌人科 ໼村弘行 38
๎射線科 花岡ྒྷ太 赤松๼斗 40
ຓ酔・侵襲制御医学 OPE室 ○ ○※3 1 塩沢(9) 栗山直英 42

බ棟 ☆ ○ 渡瀬ദ子 44
救ໍICU ○ ೖർ໼将໷ 46
ER ○ リーダー医師 48

救急科（外傷ൟ） ☆ 船ᐏ知弘 50
小児外科 井上幹大 52
小児科 池住༺ฑ 54
ൿේ科 安田ᖗ奈 56
ྡ床腫 科 河田健司 実際に希๮者が出た際作成

眼科 田中秀典 実際に希๮者が出た際作成

外科・緩࿪医ྏ学 都築則正 58
೶神経಼科 島さゆり 60
耳ඕ咽喉科・頭頚෨外科 岩田義弘 62

救急総合಼科

6(7)

救ໍ救急センターഓ属
኏຦(8)、田元(6)、ຉ田(6)、大ฑ(5)、
神崎(5)、松田(6 看護学校兼ແ)、
酒井(10 大学兼ແ）
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形成外科 担当医 64
血液಼科 担当医 66
಼෾ൽ外科 ෍家 小川 横井 68
ばんたね総合消化器外科 ○ ○※1 1 大島(3) 担当医 70
ばんたね೶神経外科 ☆ ○※2 2 大久ฯ(5)、ฤ山(5) 小松ช成 72
ばんたねຓ酔科 ○※3 ธ倉寛 74
ばんたね整形外科 加藤慎一 76
ばんたね産෌人科 柴田清住 実際に希๮者が出た際作成

ばんたね೶神経಼科 担当医 78
ばんたね耳ඕ咽喉科 稲田紘໷ 80
ばんたねൽ೚器科 ෤藤義成 実際に希๮者が出た際作成

ばんたね腎臓಼科 岡ຌ直樹 藤井ຓ໻ 82
岡崎外科 ○※1 菊池健司 84
岡崎ຓ酔科 ○※3 ๮月ཤ昭 ྵ໨ຬ三 柴田純ฑ  86
岡崎ER ☆ ○ ༙嶋拓࿢ 88
岡崎腎臓಼科 小島昌泰 90
岡崎呼吸器外科 栃井祥子 92
岡崎呼吸器಼科 ྜྷ正道 94
岡崎総合診ྏ科 総合診ྏ科スタッフ医師 96
岡崎೶神経外科 山城慧 98
岡崎小児科 河村吉紀 100
岡崎ൽ೚器科 河合昭浩 西໼将 102
岡崎心臓血管外科(ハートチーム) 大田将໷ 中田俊介 104
岡崎෌人科 塚田࿪ඛ 106

䖪選択 ※㑅択

4 三山(6)、宮崎(5)、加古(3)、松井(3)
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デ⒪┳ㆤ師⮫床◊修ホ価⾲ ホ価基‽ 

1. 医⒪㠃接技⬟

患⪅のヰを促す。効ᯝⓗに㉁問や指♧を⾜い、ṇ☜で十分な情報を得ている。

患⪅の感情や㠀ゝㄒⓗなサインに㐺切に応じる。

2. ㌟体デ察技⬟

効⋡よく合⌮ⓗな㡰序で㌟体デ察を⾜っている。問㢟に対してスクリーニン

グⓗなデ察ἲとデ断ⓗなデ察ἲをバランスよく⏝いている。デ察の⤖ᯝを患

⪅にㄝ明している。患⪅の感じる不快感や㐲慮に㓄慮している。

3. プロフェッショナリズム

患⪅に対して敬意・思いやり・共感を♧し、信㢗㛵係を形成している。患⪅

の不快感・㐲慮・守⛎⩏務・個人情報につきὀ意を払っている。

4. ⮫床判断⬟力

医師の指♧の下、プロトコールに基づき、デ断ⓗ᳨ᰝオーダーを㐺切に判断

し、その᳨ᰝ⤖ᯝをゎ㔘できる。また、⑓態に応じた、⸆剤投与の有↓や投

与㔞の増ῶ、処⨨の実施ができる。

5. カウンセリング技⬟

᳨ᰝや἞⒪を⾜う᰿拠がㄝ明でき、患⪅の同意を得ている。患⪅に対し、⑌

患⟶⌮についての教⫱や助ゝを⾜っている。

6. デ察の⤌み❧て・効⋡のⰋさ

優先㡰位をつけている。タイミングがⰋい。↓㥏がなく㎿㏿である。

�. ⥲合ⓗ⮫床⬟力

上グ 1.a6.を⥲合して判断する。

　10



デ⒪┳ㆤ師 ⮫床◊修ホ価⾲ 

Ặ名  

◊修⛉㸦⑓Ჷ㸧      ホ価⪅        ホ価日  年  ᭶  日 
㸨1 ヶ᭶ 1 回ホ価して下さい。2 㐌㛫の㒊㛛は 2 㐌㛫でのホ価をお㢪いします。 

1. 医⒪㠃接技⬟ 1 2 3 4 5 6 � � � 
○ほ察されず 不十分 十分 優⚽ 

2. ㌟体デ察技⬟ 1 2 3 4 5 6 � � � 
○ほ察されず 不十分 十分 優⚽ 

3. プロフェッショナリズム 1 2 3 4 5 6 � � � 
○ほ察されず 不十分 十分 優⚽ 

4. ⮫床判断⬟力 1 2 3 4 5 6 � � � 
○ほ察されず 不十分 十分 優⚽ 

5. カウンセリング⬟力 1 2 3 4 5 6 � � � 
○ほ察されず 不十分 十分 優⚽ 

6. デ察の⤌み❧て・ 1 2 3 4 5 6 � � � 
⬟⋡のⰋさ 不十分 十分 優⚽ 
○ほ察されず

�. ⥲合ⓗ⮫床⬟力 1 2 3 4 5 6 � � � 
○ほ察されず 不十分 十分 優⚽ 

コメント㸸

教授サイン 

　11



๝໎（第一）



作成日 2022年 12月 22日
診ྏ科：腎臓内科 指導医：小出 滋久 ྜྷ 宏樹  講座教授：坪井 直毅

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 □ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創෨ドレーンの抜去 ■ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助頻度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 ■ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・FDL挿入 ・๕合
・透析シャントPTA介助

研修内༲
・病棟と透析室の割合を最初に指導医と相談して決める。
・シャント造設の手術助手
・血管エコー
・最終に症ྭ発表を行う
・෴ຜ透析のカテーテル交換
透析室にて
・回࿑の組みཱིて
・透析針のἧ刺
・血液浄化器操作

2年໪：1年໪に加え病棟管ཀྵができるようになる

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：ブラッドアクセス関࿊手技の原ཀྵが෾かる，血液浄化๑の違いについてཀྵ解する
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研修する疾病・病態
腎෈全、糸球体腎炎、ネフローゼ症候群など

カンファレンス
火 7:30～

評価๏๑
・日常診ྏ・業ແの態度、学習状況
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて評価

指導医サイン

教授サイン
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作成ೖ 2022೧ 12月 23ೖ
診ྏ科：循環器಼科 指಍医：村松崇  講座教授：井ᖔ英෋

ས修可೵なಝ定行為
■ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ調整

■ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤౦༫

■ 鎮静༂の౦༫調整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の౦༫ྖ調整

■ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・電解質༎液の౦༫ྖ調整

■ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ調整

■ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

■ IABP཯脱時のึ助ළౕの調整 ■ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

■ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時౦༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
・心臓カテーテル検査のึ助 ・心ೱドレーン・胸腔ドレーンのཻ置
・心臓カテーテル治ྏのึ助 ・ึ助循環装置(IABP/PCPS/Impellaのཻ置のึ助)
・シースཻ置/ൊ去 ・経胸ป心エコーの実施 ・経食ಕエコーのึ助
研修಼༲
・CCU医師とともにCCU೘院患者の状態を朝のカンファレンスで೼握し一ೖの༩定を検౾する
・検査及び治ྏの介助を適宜行う、ಝに患者の身体所見・心電図・レントゲン・採血データは適切な
 解釈ができるように努める
・ER及びබ౫急รの対応をCCU医師とともに行う
・心エコー検査について救ໍ技師及びCCU医師の指಍を受け、自らで大まかな඲価を行う
・心෈全患者のබ態及び急性期治ྏをཀྵ解し治ྏ๏針の提案・治ྏ効果൓定を行う
・急性冠症候群に対する治ྏ๏針をཀྵ解し適切な༂剤使༽、緊急カテーテル検査の適応をཀྵ解する
・主གྷな෈整ຼのಣ影と適切な対応を医師とともに行う
・急ร時（循環෈全・呼吸෈全・心഑停止）に対する可及的な対応を自ら行う

2೧໪：CCU患者の状態を医師とともに඲価し、治ྏ๏針を検౾できる

FNP研修プログラム

౺達໪ඬ
1೧໪：CCUで行う治ྏ・検査をཀྵ解し、治ྏ・検査の介助ができる
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研修する疾බ・බ態
急性冠症候群、心෈全、อຜ症、෈整ຼ、ಊຼᚇ、高血圧、౸೚බ、脂質異常症

඲価๏๑
・ೖ常診ྏ・業ແの態ౕ、学習状況
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚談にて඲価

඲価๏๑
・経験した症ྭについてレポート提出、振りศりを行う
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚談にて඲価

指಍医サイン

教授サイン
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 作成ೖ 2023೧   1月 15ೖ
 講座教授：今泉 ࿪ྒྷ

ས修可೵なಝ定行為
□ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

□ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気管チューブの位置調整

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更

■ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更

■ 鎮静༂の投༫調整

■ 人工呼吸器からの཯脱

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
気管支鏡下の挿管・ൊ管 胸腔鏡操作 酸素ླྀྖの調整
気管支鏡操作 胸水試験ἧ刺 胸腔ドレーン挿೘

研修಼༲
・医師は2-3人1組のチームになり患者を受け持っており、そこに加わり研修を行う
（他チームの処置・症ྭの研修も行うことも可）
・担当患者を受け持ち、検査を組みཱིて๏針を決定し治ྏ介೘を行う
・疾患は、急性期～ອ性期～緩࿪治ྏと多岐に渡り、全人的医ྏの実践を学ぶことができる
・බ棟研修をメインに行うが、気管支鏡検査には積極的に参加し介助につくようにする 

研修する疾患
഑腫 、胸ຜ中ൿ腫、縦隔腫 、ᄸ息（ೋ治性ᄸ息、アスピリンᄸ息）
間質性഑炎、COPD、഑炎、胸ຜ炎、഑結核、ඉ結核性抗酸菌症、サルコイドーシス
睡ເ時ໃ呼吸症候群、呼吸෈全

FNP研修プログラム
診ྏ科：呼吸器಼科,アレルギー科 指導医：堀口 智
也到達໪ඬ
呼吸器疾患をཀྵ解し、担当医師と相談しながら治ྏ介೘ができる
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඲価๏๑
研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて඲価

カンファレンス
火༷ೖAM8:00～気管支鏡症ྭ・ೋ症ྭカンファレンス

    ๎射線科や外科との合同カンファレンス
水༷ೖAM8:00～新೘院患者カンファレンス

指導医サイン

教授サイン
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作成ೖ 2023೧   1月 24ೖ
診ྏ科：消化器಼科   指಍医：鎌໼俊彰(消化管) ஦໼୐್(肝஀ᢆ)     講座教授：኏岡๗樹

ས修可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■抗菌༂のྡ時౦༫

□ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの౦༫ྖ௒整

□ ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

□ ௡静༂の౦༫௒整 ■CVCのൊ去 ■カテコラミンの౦༫ྖ௒整

□ 人工呼吸器からの཯୦ ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ௒整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ௒整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯୦時のึ助ළౕの௒整 □ ಊຼラインの確ฯ ■ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局஭

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ ୦水時の༎液

実施可೵な૮ଲద医行為
【消化管チーム】
・ESD、EMRの介助 ・経ௐチューブ(ED・NG)の挿೘ ・緊急಼視鏡介助（EsL、止血）
・イレウス管の挿೘介助 ・෴腔ドレーン挿೘ ・胃ᚊଆ設・交換時の಼視鏡操作
【肝஀ᢆチーム】
಼視鏡下生検の介助 ERCPの介助 TACEの介助
஀ೱ஀管ドレナージの介助 ステント挿೘の介助 肝生検の介助
研修಼༲
【消化管チーム】
・患者状ସのアセスメントを行い、医師と共に治ྏ介೘を行う
・බ౫管ཀྵ：回診・患者管ཀྵ・採血・画଀・ช書などのେ行೘ྙ
・救急外པ受診患者の緊急処஖・検査の介助、ଲ応ができる
・医師の監視下にて各種ドレーンの挿೘を行う
・緊急で使༽する༂剤の検౾・実施
・಼視鏡検査、治ྏの介助を行う
【肝஀ᢆチーム】
・消化器಼科で実施可೵な処஖の実践
・බ౫管ཀྵ：回診・患者管ཀྵ、採血・画଀・ช書などのେ行೘ྙ
・化学ྏ๑などの患者の静ຼ࿑確ฯ、ＰＩＣＣ挿೘
・༂剤௒整の検౾、実施
・ଡ職種と共ಋし、ୂ院・఺院௒整を行う

FNP研修プログラム

౺ୣ໪ඬ
・消化器಼科で実施可೵な手技を行い、医師と共に患者のචགྷな治ྏ介೘を行う
・医師と協ಋし、೘院からୂ院までのබ౫管ཀྵを行うことができる
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研修する疾患
【消化管チーム】
食ಕ癌、逆ླྀ性食ಕ炎、食ಕ静ຼᚇ、食ಕアカラシア、胃炎、胃癌、胃௷ 
十್指ௐ௷ 、H.pylori感染症、胃೬ຜ下腫 、胃静ຼᚇ、胃十್指ௐポリープ
小ௐ出血、小ௐ腫 、小ௐ௷ 、小ௐ憩室、୉ௐ癌、クローンබ、௷ 性୉ௐ炎
虚血性୉ௐ炎、୉ௐポリープ、୉ௐ憩室症、悪性リンパ腫など
【肝஀ᢆチーム】
肝癌、急性肝炎、ອ性肝炎、肝硬ร、脂๳肝、アルコール性肝障害
஀管癌、஀のう癌、஀石、஀のう炎、஀管炎、ᢆ癌、急性ᢆ炎、ອ性ᢆ炎 など

඲価๏๑
研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚஌にて඲価

カンファレンス
【消化管チーム】
月༷ೖ 17：00 ಼視鏡センター チームカンファレンス
火༷ೖ 18：00 医局会（චགྷ時のみ参加）
【肝஀ᢆチーム】
火༷ೖ/週 17:00～ 患者カンファレンス

指಍医サイン

教授サイン
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作成日 2023年   1月 14日
診ྏ科：内分泌・代謝内科 指導医：担当医  講座教授：ྵ木 敦詞

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌薬のྡ時投与

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの投与ྖ調整

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与

□ 鎮静薬の投与調整 ■ CVCの抜去 □ カテコラミンの投与ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 □ PICCの挿入 □ 降圧剤の投与ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投与ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧閉鎖ྏ法 ■ 糖質・電解質輸液の投与ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創部ドレーンの抜去 ■ ཤ尿薬の投与ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動脈採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投与

□ IABP཯脱時の補助頻度の調整 □ 動脈ラインの確保 □ 抗精神病薬のྡ時投与

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗不安薬のྡ時投与

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー輸液の投与ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 □ 脱水時の輸液

実施可能な相対的医行為
・甲状腺エコー ・各種負荷試験

研修内容
・医師に同行し患者の診察、アセスメント、評価を行う
・インスリンの使༽方法、糖尿病治ྏ薬について学ぶ

2年目：医師の指導の下患者を担当し治ྏ計画をཱི案できる

FNP研修プログラム

到達目標
1年目：内科的管ཀྵとアプローチについて学び考察できる
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研修する疾病・病態
糖尿病、下垂体・甲状腺・副甲状腺・副腎疾患など

カンファレンス
木 16:30～

評価方法
・日常業務の態度、診ྏへの姿勢、学習状況
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に面談にて評価

指導医サイン

教授サイン
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作成日 2022年 12月 29日
診ྏ科：総合消化器外科 指導医：チームพ  講座教授：須田康一

     手術においては第一・第二助手の実施ができる。
ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更
■ ෴腔ドレーンの抜去

■ 胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

■ 非侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ ■ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創෨ドレーンの抜去 ■ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 ■ 動ຼラインの確ฯ ■ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・皮下ດງ๕合 ・Ａライン抜去 ・肝動注
・手術助手(第一・第二助手） ・硬ຜ外カテーテル抜去 ・抜糸／抜ᭋ
・෴水ἧ刺 ・ＣＶポートἧ刺 ・肝臓超音波（血ླྀ඲価）
研修内༲
・消化器外科で実施可能な手技の実践
・周術期の患者管ཀྵ
・手術の第一・第二助手の実施

 

・බ棟(ICU,HCU含む)：回診、術後処置、採血・画像検査実施の判断、代行入ྙ、༂剤コントロールなどを医
師やFNPとともに実施する。

2年໪：消化器外科で実施可能な手技を行い、බ棟患者の把握・管ཀྵができる。

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：消化器外科で実施可能な手技を行い、医師と共にබ棟患者の管ཀྵを実施できる
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研修する疾බ・බ態
胃癌、消化性潰 、肝炎・肝硬ร、肝癌、胆石症、大腸癌など

カンファレンス
上෨消化管 月༷日༨๏、火༷日朝（ビデオカンファレンス）
下෨消化管 月༷日朝、༨๏、໨༷日朝、土༷日(ビデオカンファレンス)
肝胆ᢆ 月༷日朝、໨༷日༨๏

඲価๏๑
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて඲価

指導医サイン

教授サイン
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作成ೖ 2023೧   1月   3ೖ
診ྏ科：心臓血管外科 指಍医：前川 厚生 秋ీ淳೧  講座教授：高໨ ༅

ས修可೵なಝఈ行為
■ 気管チューブの位஖௒整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

■ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの౦༫ྖ௒整

■ ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡静༂の౦༫௒整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ௒整

■ 人工呼吸器からの཯୦ ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ௒整

■ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ௒整

■ ペースメーカーの操作/管ཀྵ ■ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒整

■ ペースメーカーリードのൊ去 ■ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒整

■ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

■ IABP཯୦時のึ助ළౕの௒整 ■ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

■ 心ೱドレーンのൊ去 ■ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時౦༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒整 □ 血管外࿛出時のステロイド局஭

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ ୦水時の༎液

実施可೵な相対ద医行為 ・ಊຼラインൊ去 ・マスク換気
・心臓、下肢血管௔音ഀ ・๕合、ൊ糸ൊᭋ ・DC、カルディオバージョン
・手術助手 ・ಊຼ、静ຼシースൊ去 ・気管挿管チューブのൊ管
・ൿේන໚のຓ酔(஭射） ・SGカテーテルൊ去
研修಼༲
▸周術期の患者管ཀྵ
▸心臓手術、୉血管手術、ఁ侵襲手術、血管಼治ྏについて

▸FNP୉学院生の実習指಍

FNP研修プログラム

౺ୣ໪ඬ
 心臓血管外科におけるNPのༀ割をཀྵ解する。

୴౲患者（1症ྭ/1週間）を受持ち、චགྷな検査の見๏、手術న応、術式のཀྵ解、術後管ཀྵ（呼吸・循環、  創
෨管ཀྵなど）を学ぶ
▸外来：術前患者にචགྷな検査計画、௧加検査や他科依བのචགྷ性の൓இ、外པから೘院までのླྀれ（೘退院セ
ンター、ຓ酔科外པ受診）、術前患者指಍、೘院ೖ௒整などを学ぶ

▸手術：手術体位の作成、消ಡ、ドレーピング、୊Ϯ・୊ϯ助手、ICU൘送などを医師やFNPとともに実施する

▸බ౫（ICU͕HCU 含む）：回診、術後処஖、採血や画像検査の実施の൓இやେ行೘ྙ、༂剤コントロール  、重
症患者の൘送などを医師やFNPとともに実施する

 術前・術஦・術後その時々の患者状態を೼握し、චགྷな治ྏを考察し介೘できる。
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研修する疾බ・බ態
急性冠症候群、心෈全、୉ಊຼᚇ、高血圧、อຜ症など

カンファレンス
月：8：00～抄ಣ会、症ྭ検౾
火：8：00～ハートチームカンファレンス（循環器಼科と合ಋ）
水：8：30～症ྭ検౾
໨：8：00～血管಼治ྏカンファレンス
金：7：30～手術症ྭ検౾（多職種合ಋ）

඲価๏๑
・ೖ常業ແの態ౕ、診察への姿勢
・患者໚஌、フィジカルアセスメントなどのྡ床൓இ೵ྙ

指಍医サイン

教授サイン
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作成ೖ 2022೧ 12月 22ೖ
診ྏ科：呼吸器外科 指಍医：松ీ 安史  講座教授：星川 康

受け持ち症ྭのබ状を೼握し診ྏ࿧を記載し、症ྭ఑示し、治ྏ計画をཱི案できる。

スコࣆスࢺができる。ࣇァ࣮スࢺコ࣮ࣝᑐᛂができる。

ས修可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

□ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ௒整

□ ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡静༂の౦༫௒整 ■ CVCのൊ去 □ カテコラミンの౦༫ྖ௒整

□ 人工呼吸器からの཯脱 □ PICCの挿೘ □ 降圧剤の౦༫ྖ௒整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 □ ు解質の౦༫ྖ௒整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒整

□ ペースメーカーリードのൊ去 ■ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯脱時のึ助ළౕの௒整 □ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時౦༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ □ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒整 □ 血管外࿛出時のステロイド局஭

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対ద医行為
・ດງ๕合 ・胸腔ἧ刺の実施 ・胸ຜ外カテーテルൊ去

研修಼༲
・೘院症ྭカンファレンスでのプレゼンテーション担౲
・手術助手（胸腔鏡スコピスト、ถ創助手）
・手術ඬຌ処ཀྵ（胸ຜ切開෨の๕合ถ鎖、഑໵・഑಼リンパ節採取、気管支・血管断端採取など）

・外པ診ྏึ助（新患再པ診ྏ࿧作成、༩診、検査オーダー、検査説໎など）
・೘院診ྏึ助（回診、診察、術創処஖、検査・治ྏ計画ཱི案、診ྏ࿧記載など）
・研修医、FNP大学院生への指಍

2೧໪：医師なしで回診し、胸腔ドレーンൊ去の可൳を൓断でき、気胸手術、഑෨෾切除術において

FNP研修プログラム

౺達໪ඬ
1೧໪：医師の監ಞ下に術஦スコピスト、ถ創助手、術後処஖、胸腔ドレーンൊ去ができる。
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研修する疾බ・බ態
഑癌、気胸、఺移性഑腫 、縦隔腫 、間質性഑炎、
COPD、術後仑௩、ఁ酸素血症など

カンファレンス
ຘ௉ 8:00～ スタッフ館ᶚ８階会議室
火  8:20～ 呼吸器಼科との合ಋカンファレンス(旧スタッフ館7F会議室) 
໨ 手術終྅後 手術症ྭ術前カンファレンス
金  教授回診 ICU、10N

手術ೖ
月、火、໨

඲価๏๑
・週ごとにೖ常診ྏ・業ແへの取り組み、学習およびಝఈ行為のས修の状況、
 ໪ඬ౺達ౕを指಍医との໚談により形成ద඲価する。
・研修最終週には、研修プログラムを元に、指಍医との໚談により上記を総合඲価する。

指಍医サイン

教授サイン
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作成ೖ 2022೧ 12月 23ೖ
診ྏ科：೗腺外科 指಍医：ฑ田宗嗣  講座教授：喜島༠子

ས修可೵なಝ定行為
□ 気管チューブの位置調整 ■෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの投༫ྖ調整

□ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCのൊ去 □ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘

□ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑

□ ペースメーカーリードのൊ去 ■ 創෨ドレーンのൊ去

■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 電解質の投༫ྖ調整

■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

■ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

■抗けいれん剤の臨時投与
■  

□ PCPSの操作/管ཀྵ □ ಊຼ採血

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 □ ಊຼラインの確ฯ

■ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ

■ 抗精神බ༂のྡ時投༫

■ 抗෈安༂のྡ時投༫

■血管外漏出時のステロイド局注 ■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
・ດງ࿊続๕合（ถ創） ・ドレーン固定､ൊ去 ・೗๬エコー
・RI打ち込み ・೗๬組織針生検 ・CV挿೘、PICC挿೘
・胸腔ἧ刺、ドレーンཻ置 ・෴腔ἧ刺、ドレーンཻ置
研修಼༲
・手術助手（第一、第್助手）
・術後管ཀྵ、仑痛コントロール、抗がん剤治ྏ患者の全身管ཀྵ
・細๖診の生検採取
・センチネルリンパ節の注射
・化学ྏ๑の෯作༽のマネージメント
・オピオイドの಍೘、調整

FNP研修プログラム

到達໪ඬ
1೧໪：見学中心にはなるが処置があれば全ൢ的に指಍下で実施，ດງ๕合スキルアップ
2೧໪：手術助手・බ棟管ཀྵを医師ಋ༹にಊく，科ಝ༙の手技も覚え実施する
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研修する疾බ・බ態
早期೗癌、進行・再൅೗癌、೗腺症、೗腺繊維腺腫、女性化೗๬、೗腺炎など

カンファレンス
月 術前 18:00～19:00 ໨ 術後 18：00－19:00

手術ೖ
໨・金

඲価๏๑
・ೖ常診ྏ・業ແの態度、学習状況
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚談にて඲価

指಍医サイン

教授サイン
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 作成日  2022 年 12月 24日
診ྏ科：脳神経外科 指導医：武藤淳 講座教授：኏瀬༦一

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 ■抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■インスリンの投༫ྖ調整

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 □ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■降圧剤の投༫ྖ調整

■気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧閉鎖ྏ๑ ■糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■創部ドレーンの抜去 ■ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■動ຼ採血 ■抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助頻度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ ■ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗不安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・手術助手（第１、第２） ・腰椎ἧ刺 ・神経ブロック
・ἧ頭・開頭 ・閉頭 ・抜糸・抜鈎
・神経診察 開閉創
研修内༲

・身体診察、処๏・注射・検査の代行入ྙ

・脳神経外科で実施可能な手技の実践
・脳神経外科患者の周術期の患者管ཀྵ：術前術後の各種オーダーの代行入ྙ、回診、

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：神経診察を習得する 脳神経画像を学ぶ 患者管ཀྵ（頭蓋内病変・脊髄病変患者）
2年໪：救急対応 手術助手（頭蓋内病変・脊髄病変患者）

・手術の第一・第二助手の実施
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評価๏๑

・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて評価

カンファレンス
月・金：7:30～朝カンファレンス
火：8：30～病ཀྵカンファレンス
水：17：00～༨カンファレンス

指導医サイン

教授サイン

・日常診ྏにおける勤ແ態度
・日常業ແにおける知識的。
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作成ೖ 2022೧ 12月 22ೖ
診ྏ科：೶卒中科 指಍医：担౲医  講座教授：中原 一࿢

ས修可೵なಝ定行為
■ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの౦༫ྖ調整

□ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤౦༫

■ 鎮静༂の౦༫調整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 ■ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯脱時のึ助ළౕの調整 ■ ಊຼラインの確ฯ ■ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
・手術助手(බ౫：気管切開の第一助手
      手術室：ἧಆ/開ಆ/血管಼治ྏなど各種手術の助手、๕合・糸結びを含む）
・神経診察 ・ൊ管 ・ᰏಊຼエコー ・経ಆ蓋ドップラーエコー
研修಼༲
・FNPの主な業ແとしては３つになる。
  神経救急患者のER対応
  神経救急患者の全身管ཀྵ
  緊急手術（血管಼治ྏを含む）のマネージメント・助手
・೶血管に関࿊した画像レクチャーおよび神経超音ഀ実習を研修第１週に実施する
・⚄⤒救急患⪅の初期ホ価、治⒪ィ画、指♧出し、⾡後⟶理を医師と⾜う

・リーダー医師とಋ行しERや院಼൅症೶卒中のFAST対応の診察、rt-PA/血管回収ྈ๏適応診断、
・実施、その他緊急手術の指示出しなどのサポートを行う
 

FNP研修プログラム

౺達໪ඬ
1೧໪：神経診察を学習する、೶神経に関࿊した画像を学ぶ
2೧໪：神経救急患者のER対応/全身管ཀྵ，緊急手術(血管಼治ྏ含む)のマネージメント・助手
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研修する疾බ・බ態
೶血管障害

カンファレンス
月　7:30 ೶卒中カンファレンス
水　17:00〜 ೶卒中カンファレンス
月〜土　8:30〜 NCU/SCUカンファレンス
（水 16:00～ リハビリテーション（転院・転科）カンファレンス

඲価๏๑
・ೖ常診ྏにおける勤ແ態ౕ、ೖ常業ແにおける知識的。ྡ床的౺達ౕ、
 カンファレンスでのプレゼン౵
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚談にて඲価

指಍医サイン

教授サイン
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作成日 2022年 12月 22日
診ྏ科：整形外科 指導医：黒岩宇 講座教授：藤田順之

履修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌薬のྡ時投与

□ 侵襲的陽圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの投与ྖ調整

□ 非侵襲的陽圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与

■ 鎮静薬の投与調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投与ྖ調整

■ 人工呼吸器からの離脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投与ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投与ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管理 ■ 陰圧閉鎖ྏ法 ■ 糖質・電解質輸液の投与ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創部ドレーンの抜去 ■ 利尿薬の投与ྖ調整

□ PCPSの操作/管理 ■ 動脈採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投与

□ IABP離脱時の補助頻度の調整 ■ 動脈ラインの確保 □ 抗精神病薬のྡ時投与

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管理 □ 抗不安薬のྡ時投与

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー輸液の投与ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の輸液

実施可能な相対的医行為
・手術助手 手術室、各種手術の助手、縫合など
・外来助手 予診、検査、診断、治ྏ、徒手整復・シーネ・シャーレの取り扱い
・病棟管理 処方・点滴・指示入ྙ、点滴・PICC挿入など
研修内容
・外来助手
・手術助手
・病棟回診、処置
・週に一度のカンファレンス参加
・ER対応

2年目：同上

FNP研修プログラム

到達目標
1年目：運動器疾患の診ྏ方法と治ྏ方法を学ぶ
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評価方法
・勤務態度 カンファレンスでのプレゼン、ྡ床的知識の到達度
・毎週水曜日18:30-19:30 整形外科カンファレンス

カンファレンス
・毎週水曜日18:30-19:30 整形外科カンファレンス

指導医サイン

教授サイン
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作成日 2022年 1月 16日
診ྏ科：泌尿器科 指導医：竹中政史 講座教授：白木ྒྷ一

ས修可能な特定行為
□気管チューブの位置調整 ■腹腔ドレーンの抜去 ■抗菌薬のྡ時投与

□侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □インスリンの投与ྖ調整

□非侵襲的ཇ圧換気の設定変更 ■᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与

□鎮静薬の投与調整 ■ CVCの抜去 □カテコラミンの投与ྖ調整

□人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 □降圧剤の投与ྖ調整

□気切カニューレの交換 □壊死組織の除去 ■電解質の投与ྖ調整

□ペースメーカーの操作/管ཀྵ □陰圧閉鎖ྏ法 □糖質・電解質輸液の投与ྖ調整

□ペースメーカーリードの抜去 ■創部ドレーンの抜去 □ཤ尿薬の投与ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■動脈採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投与

□ IABP཯脱時の補助頻度の調整 ■動脈ラインの確保 □抗精神病薬のྡ時投与

□心嚢ドレーンの抜去 □急性血液透析の操作/管ཀྵ □抗不安薬のྡ時投与

□胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■高カロリー輸液の投与ྖ調整 □血管外࿛出時のステロイド局注

□胸腔ドレーンの抜去 ■脱水時の輸液

実施可能な相対的医行為
・手術助手 ・尿管カテーテル挿入 ・腹腔鏡操作
・皮下埋没縫合 ・脊椎麻酔

研修内容
・泌尿器科で実施可能な手技の実践
・手術助手（開腹、腹腔鏡、ロボット、経尿道的手術）
・周術期患者管ཀྵ
・脊椎麻酔手術管ཀྵ

FNP研修プログラム

到達目標
1年目：泌尿器科で実施可能な手技を行い、医師と共に病棟管ཀྵを実施できる。
2年目：泌尿器科で実施可能な手技を行い、病棟患者の把握・管ཀྵができる。
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評価方法
・日常診ྏ・業務の態度、学習状況
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に面談にて評価

カンファレンス
・朝8:00よりカンファレンス
・毎週木༷日朝7:45より抄࿧会

指導医サイン

教授サイン
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作成ೖ   2022 ೧ 12 月 23 ೖ
診ྏ科：産科・෌人科 指಍医：໼村弘行 講座教授：西ᖔ春紀

ས修可೵なಝ定行為
□ 気管チューブの位置調整 ■෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

□ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■鎮静༂の投༫調整 □ CVCのൊ去 □ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■PICCの挿೘ □ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 ■ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 □ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
・ൿ下ດງ๕合 ・Ａlineൊ去 ・ൊ糸/ൊᭋ ・硬ຜ外カテーテルൊ去
・෴腔ἧ刺 ・ＣＶポートἧ刺/ൊ去 ・手術助手（第一助手・第್助手）
・検査や処置時のAir way確ฯ
研修಼༲
・産科 ෌人科で実施可೵な手技の実践
・周術期の患者管ཀྵ
・手術の第一・第್助手の実施
・බ棟(ICU,HCU含む)：回診、術後処置、採血・画像検査実施の൓断、代行೘ྙ    
 ༂剤コントロールなどを医師やFNPとともに実施する

研修する疾බ・බ態
 子宮ᰏ癌・体癌、ཝ巣癌、子宮筋腫、子宮腺筋症、子宮಼ຜ症、ཝ巣ೱ腫、異所性ೝ娠、
 ླྀ産、帝王切開、正常෾ṱ、性器脱、骨൭಼感染 など

診ྏのึ助ができる。

FNP研修プログラム

౺達໪ඬ
産科・෌人科で手技実施・手術助手を行うことができる。医師と共にබ棟患者管ཀྵ・外པ患者の
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඲価๏๑
研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚談にて඲価

カンファレンス
火༷ೖ/週 17：00～18：00 医局会（ཎ週のＯＰＥ決定、術後๏針、困ೋ症ྭ౾࿨など）

指಍医サイン

教授サイン

　39



 作成ೖ  2023    ೧ 1月13ೖ
診ྏ科：๎射線科 指導医：花岡・赤松 講座教授：外山 宏

ས修可೵なಝ定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 □ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

□ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 □ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ □ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 □ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ □ 動ຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 ■ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 □ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
IVRの助手 : 動ຼ塞栓術、血管形成術、ステントグラフト಼挿術、PTPE、B-RTO、リザーバཻ置
෯腎静ຼサンプリング、CTガイド下生検、CTガイド下ドレナージ、外傷、消化管出血など
ポート造設・ൊ去の助手、処置時の鎮静・鎮痛などの༂剤管ཀྵ、呼吸ึ助など
研修಼༲
・造影ＣＴ施行時のルート確ฯ困ೋ症ྭの対応
・造影ＣＴ施行時の血管外࿛出時のステロイド局注
・造影ＣＴ撮影の至適撮影タイミングを学ぶ
・救急外པにて撮影された画像のಣ影
・ＮＰとして救急外པからアンギオ室で治ྏを早期に受けれるよう調整ༀを担う

・各検査の同意書取得、代行೘ྙ

・救急外པにて撮影された重大疾患を見逃さない

FNP研修プログラム

到達໪ඬ
・๎射線科に関する検査や手技の助手を１人でできる
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඲価๏๑
・研修最終週に指導医と໚談にて඲価

カンファレンス
月～金：8：30～救急ಣ影カンファレンス
໨：༨～消化器外科・肝胆ᢆカンファレンス（෈定期）

指導医サイン

教授サイン
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作成日 2022年 1月 15日
診ྏ科：麻酔・侵襲制御医学 指導医：栗山 直英 講座教授：西田 修

ས修可能な特定行為
■ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □ 胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの投༫ྖ調整

■ 非侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 □ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧閉鎖ྏ法 ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創部ドレーンの抜去 ■ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時の補助頻度の調整 ■ 動ຼラインの確保 □ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗不安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・挿管 ・CVC挿入 ・FDL挿入
・抜管

研修内༲
・全手術室で麻酔の導入、維持、཯脱の補助を行う。（外部麻酔科医の症ྭは除く）
 ᶅ ༩定手術・緊急手術の麻酔の準備（物品・༂剤・麻酔器の点検）
 ᶆ マスク換気、挿管（5～10症ྭ/研修期間中）、抜管
 ᶇ ルート確保（静ຼ・動ຼ） ※ CVC、FDLは2年໪ローテートに限る
 ᶈ ༂剤の準備（選択）、投༫、持続投༫༂剤の調整
 ᶉ 呼吸器のモード設定、換気条件の調節
 ᶊ 急変時の応援
 ᶋ 術前診察・術後診察の補助

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：༩定手術の麻酔の補助ができる
2年໪：緊急手術の麻酔の補助ができる
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研修する疾病・病態
全般

カンファレンス
・ຘ朝 8:00～

評価方法
・勤ແ態度、麻酔中に知識の確認。
・研修プログラムを元に、指導医から講評をもらう。
※ 勤ແ時間内の学会準備、図書館やFNP室での自༟行動は認めない。

指導医サイン

教授サイン
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 作成日    2022 年12 月29 日
講座教授：岩田 充永

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの投༫ྖ調整

■ 非侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧閉鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創部ドレーンの抜去 ■ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助頻度の調整 □ 動ຼラインの確保 ■ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗不安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・便秘時、発熱・仑痛時、不ເ・不穏時の代行༂剤処๏

研修内༲
・医師とともに入院患者の状態把握、身体診察を行う
・身体所見・検査データ・画像の適切な解釈ができるように努める
・患者の社会的背景を踏まえた適切な退院支援の調整を行う

1年໪：医師とともに入院患者の身体所見・検査データ・画像の適切な解釈ができる
2年໪：医師とともに入院患者の状態を評価し、治ྏ๏針を検討できる

FNP研修プログラム
診ྏ科：救急総合内科（病棟）指導医：渡瀬 博子
到達໪標
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評価๏๑
・日常診ྏ、業ແ態度、学習状況

カンファレンス
・ຘ朝8：15～ カンファレンス
・ຘ週月༷日 13：30～ 退院支援カンファレンス
・適宜（水・໨༷日）、困難症ྭカンファレンス

指導医サイン

教授サイン
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作成ೖ  2019೧  6月  17ೖ
診ྏ科：救ໍICU 指಍医：ೖർ໼ 将໷ 　　教授：植西 憲᫾

ས修可೵なಝఈ行為
■ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

□ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの౦༫ྖ調整

□ ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡静༂の౦༫調整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯脱時のึ助ළౕの調整 ■ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 ■ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対ద医行為
・エコーを༽いたA-line確ฯ ・エコー（心、෴෨、POCUS）
・ൊ管 ・グラム染色

研修಼༲
・医師と振り෾けて患者バイシステムを作成し、ཎ朝ラウンドカンファでプレゼンする
・医師とともに೘院患者の状態を朝のカンファレンスで೼握し一ೖの༩ఈを検౾する
・検査及び治ྏの解除をన宜行う、身体所見、検査データ、画像のన切な解釈ができるように౔める
・急ร時に対する可及దな対応を考え自ら行う
・救ໍICU医師が行うห強会に積極దに参加し学習を深める
・症ྭ൅න（第１・２週でテーマを指಍医と相談して選ఈ、第３・４週でプレゼン）

FNP研修プログラム

౺達໪ඬ
1೧໪：エコーを༽いてPICC挿೘、A-line挿೘ができる、ICUに関࿊した༂剤について学ぶ
2೧໪：チームメンバーとしてICU管ཀྵを行う、後ഒ、レジデントへの手技の指಍
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研修する疾බ・බ態
救急・重症疾患全ൢ、高エネルギー外傷、೦傷、中ಡ、౹合失調症

カンファレンス
・ຘ朝7時～　救ໍICU合ಋカンファ
・ຘ朝8時～　救ໍICUラウンドカンファ
・న宜ห強会、レクチャー、ೋ症ྭカンファを行なっているので積極దに参加

඲価๏๑
・症ྭ൅නの಼༲、取り組み
・ೖ常診ྏ・業ແの態ౕ、学習状況
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚談にて඲価

指಍医サイン

教授サイン
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作成ೖ 2023೧   1月 17ೖ
診ྏ科：ER ୴౲医：リーダー医師 講座教授：岩ీ充永

ས修可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

■ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ௒整

■ ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡静༂の౦༫௒整 □ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ௒整

□ 人工呼吸器からの཯୦ □ PICCのૢ೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ௒整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ௒整

■ ペースメーカーの૤作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 □ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒整

□ PCPSの૤作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯୦時のึ助ළౕの௒整 ■ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の૤作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ □ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒整 □ 血管外࿛出時のステロイド局஭

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ ୦水時の༎液

実施可೵な૮ଲద医行為
・気管಼ૢ管 ・๕合（局所ຓ酔を含む） ・腰௥ἧ刺
・除細ಊ ・௔音ഀ ・ଆ影CT

研修಼༲
・患者、家ଔが೴ಚできる医ྏを行うための説໎ができಋ意をಚる。
・指಍医や専໵医にన切なタイミングでコンサルテーションを行う。
・患者、家ଔへのన切な指示、指಍を行う。
・ಆ.ᰏ෨.胸෨.෴෨.ൽ೚器.生殖器.骨.関節.筋೓系.ൿේ.小児.精神໚の診察を行う
・血液検査、೚検査、௔音ഀ検査、画଀検査、ക཈検査のన応を൓இし結果の解釈を行う。
・重症ౕおよび緊急ౕの೼握を行う（外པトリアージ含む）。
・ショックの診இと治ྏができる。
・್次救ໍ処஖ができ、一次救ໍ処஖を指಍する。
・外傷初期診ྏが行える。
・胸௩、意識障害、ຓᙼ、呼吸困ೋ、෴௩、ಆ௩、൅೦、アナフィラキシーショックの症候พアプローチを行う。

FNP研修プログラム

౺ୣ໪ඬ
1೧໪：患者のබྼの௎取と全身の観察ができ、検査のオーダー、カルテ記載ができる。
2೧໪：バイタルサインと症状から重症ౕを൓இし、චགྷな初期治ྏとコンサルテーションができる。
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研修する疾බ・බସ
救急疾患全ൢ

カンファレンス
なし
引継ぎ・申しૻり時間 8：15、16：45

඲価๏๑
・౽ీ医科୉学ER実習・研修Essential Minimumチェックリストを༽いて指಍者が඲価。

指಍医サイン

教授サイン
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作成日 2023೧ 1月 1日
診ྏ科：救急科 担当医：船ᐏ知弘  講座教授：船ᐏ知弘 

ས修可೵な特定行為
■ 気管チューブの位置調整 ■ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

■ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■鎮静༂の投༫調整 ■ CVCのൊ去 ■カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ ■ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 ■ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 ■ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
・胸腔ἧ刺/チューブ挿入 ・気管挿管
・心ೱἧ刺/ドレナージ ・減張切開
・೦傷処置、デブリードマン ・骨髄ἧ刺/(༎液)
・イレウスチューブ挿入 ・空腸チューブ挿入
研修内༲
・高エネルギー、重症೦傷、ドクターカー症ྭを担当している。
これらの症ྭについて医師と共に症ྭを経験する事から始まり、医師と手෾けして処置を行う。
・侵襲的な相対的医行為に関しては医師の責೜下、指導下にて行う。
・ドクターカー出動時は同乗研修を行う。
・බ棟管ཀྵでは点滴、処๏、検査、画像、各種依བᝨの入ྙを行う。
・医師෈在時には電࿫にてやりとりし、බ棟管ཀྵをབみたい。
・将པ的には後期研修医の指導をできるまでになってほしい。

FNP研修プログラム

到達໪ඬ
1೧໪：救急症ྭを多く経験する
2೧໪：බ棟看護師・初期研修医への指導、බ棟管ཀྵ
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研修する疾බ・බ態
多൅外傷・高エネルギー外傷・骨折、೦傷

カンファレンス
8:00～ 救ໍICUカンファレンス室

඲価๏๑
・経験した症ྭについてレポート提出、振りศりを行う
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて඲価

指導医サイン

教授サイン
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 作成日2023年1 月16日
診ྏ科：小児外科 指導医：井上幹大 講座教授：ྵ໨達໷

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 ■ ෴腔ドレーンの抜去 ■抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 ■胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■ 鎮静༂の投༫調整 □ CVCの抜去 □ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 □ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 □ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ ■ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創෨ドレーンの抜去 □ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ □ 動ຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 ■ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・採血・຦梢静ຼ・中心静ຼ・動ຼライン確ฯ・カテーテル尿採取時のึ助と実施
・超音波検査 ・手術の第一・第二助手 ・検査時鎮静のึ助
・造影、内視鏡などの検査ึ助 ・෴水・胸水ἧ刺
研修内༲
・回診（朝・༨）に同行して診察を行い、患児の状態を把握する。
・周術期の患者管ཀྵを含め、医師ともに患児の治ྏプランを考える。
・患児・家族へのබ状説໎にཱིち会う。
・手術の第一・第二助手を担当する。
・検査や処置、鎮静のึ助を行う。
・カンファレンスに参加する。

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：小児外科疾患をཀྵ解し、医師とともに検査、処置、周術期管ཀྵができる。手術の第二助手が担当できる。

2年໪：医師の指導のもと患者を担当し、検査、処置、周術期管ཀྵができる。手術の第一助手が担当できる。
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評価๏๑
・日常業ແ態度・診ྏへの姿勢・学習状況
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて評価

カンファレンス
・月༷日（手術終྅後）術前、入院患者カンファレンス
・月曜日➨㸲㐌18:00〜小児がんキャンサーボード

・火༷日16:00~ 周産期カンファレンス
・໨༷日（手術終྅後）බ棟カンファレンス

指導医サイン

教授サイン
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 作੔ೖ   2023 ೧ 1月 16ೖ
ਏྏ科：小児科 指಍医：ஓ住༺ฑ 講座教授：吉ઔఫ史

ས修可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒੖ □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

□ ৷襲దཇ圧換気のઅఈร更 ■胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ௒੖

■ඉ৷襲దཇ圧換気のઅఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡੫༂の౦༫௒੖ □ CVCのൊ去 □ カテコラミンの౦༫ྖ௒੖

□ ਕ工呼吸器からの཯୦ ■PICCのૢ೘ □ 降圧剤の౦༫ྖ௒੖

■気઀カニューレの交換 □ 壊死ૌ৭の除去 □ ు解質の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーの૤作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ ૓෨ドレーンのൊ去 □ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒੖

□ PCPSの૤作/管ཀྵ □ ಊຼ採血 ■抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯୦時のึ助ළౕの௒੖ □ ಊຼラインの確ฯ □ 抗੠ਈබ༂のྡ時౦༫

□ ৼೱドレーンのൊ去 □ 急੓血液ಃੵの૤作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧અఈ □ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒੖ □ 血管外࿛出時のステロイド局஭

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■୦ਭ時の༎液

実施可೵な૮ଲద医行為
・採血・຦梢੫ຼライン確ฯ・カテーテル೚採取時のึ助と実施
・腰௥ἧ刺時のึ助 ・骨ਹἧ刺時のึ助 ・検査時௡੫のึ助
・在୒医ྏケア児の胃ᚊ交換・気管カニューレ交換
・৿ਫ਼児્ਫ਼๑資格の取ಚ、৿ਫ਼児્ਫ਼๑の実ભ
・৿ਫ਼児൘ૻ（急੓期ਏྏ支援・家ଔ支援の実施）
研修಼༲

・බ౫処஖・外པ処஖は各༷ೖに処஖୴౲の小児科医がいるので、୴౲医を確೟の上一緒に処஖を行う。学習
状況に応じて医師の指಍のもと可೵な医行為を行う。

・MRIやシンチ౵の௡੫をགྷする検査、腰௥ἧ刺・骨ਹἧ刺・ਝਫ਼検などのಋ意ઈ໎ช書の取ಚ、௡੫๏๑と௡
੫時の஭意఼について学ぶ.

・৿ਫ਼児્ਫ਼๑講習会を受講し、৿ਫ਼児્ਫ਼๑資格を取ಚし৿ਫ਼児の出ਫ਼後のన応ਫ਼ཀྵを学ぶ。また、෾ṱに
ཱིち会い、৿ਫ਼児્ਫ਼処஖を実ભする。

・ドクターカーでの৿ਫ਼児൘ૻにಋ行し、බద৿ਫ਼児の初期ਏஇ、治ྏ手技について学ぶ。また、児とฯ護者
の愛஥形੔を意識した家ଔ支援についても救急ଲ応の஦で学ぶ。

FNP研修プログラム

౺ୣ໪ඬ
1೧໪：小児疾患のಝ੓をཀྵ解し、小児科ద管ཀྵ・処஖・検査のึ助 ができる。
2೧໪：医師の指಍のもと患者を୴౲し、බ౫管ཀྵ・検査を行うことができる。

・各グループの回ਏにಋ行し、児のਏ察๏๑、ฯ護者へのઈ໎、各疾患の急੓期からອ੓期の治ྏと඲価、ୂ
院時の஭意఼、カルテช書େཀྵ೘ྙなどを学ぶ.

・1ヶ月ୱ位でグループを決ఈし、医師の指಍の下研修を行う. グループは1-2G(アレルギー・ 循環器)、3G(ਝ
ଃ・େ謝・಼෾ൽ)、4G(血液腫 ・ਈ経)、5G(NICU/GCU).

・一ൢదな小児疾患である೦੓けいれん、ᄸଋ、ௐ重੷、胃ௐ炎・഑炎౵の感ઝ症は1-4Gどのグループでも研
修可೵.  外པ・ERからの೘院・治ྏ・ୂ院までのプロセスを学ぶ.
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඲価๏๑
・ೖ常業ແସౕ・ਏྏへの姿੐・学習状況
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚஌にて඲価

カンファレンス
・火༷ೖ17:30～ බ౫カンファレンス・医局会
・週に1回 各グループ症ྭカンファレンス（グループຘに異なるのでೖ時を確೟）
・週に1回 グループຘの看護師との࿫し合い（஫30෾ఖౕ）
・බ౫ห強会(若手医師・看護師向け) ෈ఈ期
NICU・GCUカンファレンスなど
・ਭ༷ೖ 11:00～ NICU/GCUଡ৮種カンファレンス
・火༷ೖ 16:00～ 産科小児科合ಋカンファレンス
・NICU回ਏ 11:00～（ਭ༷ೖのみଡ৮種カンファレンス終྅後௜ちに）
・GCU回ਏ 9:00～
・NICU・GCU౲௜ਅしૻり 17:00～（火༷ೖは医局会後）

指導医サイン

教授サイン

・໲い合わせ઎：小児科准教授 ஓ住༺ฑ ઎ਫ਼（ローテーションの1週間ほど઴に研修಼༲スケジュール౵、
事઴૮஌すること）

・在୒医ྏదケアがචགྷな児の家ଔへのଲ応、学校・๜໲看護・往ਏ医などの協ྙର੏を含むୂ院支援の௒੖
を行う.

55



作੔ೖ    2023 ೧  1 月  25 ೖ
ਏྏ科：ൿේ科 指಍医：安ీᖗ಺ 講座教द：ੁ浦一ै

སर可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒੖ □ ෴腔ドレーンのൊ去 □ 抗菌༂のྡ時౦༫

□ ৷ऽదཇ圧換気のઅఈร更 □ 胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ௒੖

□ ඉ৷ऽదཇ圧換気のઅఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

□ ௡੫༂の౦༫௒੖ □ CVCのൊ去 □ カテコラミンの౦༫ྖ௒੖

□ ਕ工呼吸器からの཯୦ □ PICCのૢ೘ □ 降圧剤の౦༫ྖ௒੖

□ 気઀カニューレの交換 ■ 壊死ૌ৭のঈ去 □ ు解質の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーの૤作/管ཀྵ ■ 陰圧ถ鎖ྏ๑ □ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ ૓෨ドレーンのൊ去 □ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒੖

□ PCPSの૤作/管ཀྵ □ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯୦時のึঁළౕの௒੖ □ ಊຼラインの確ฯ □ 抗੠ਈබ༂のྡ時౦༫

□ ৼೱドレーンのൊ去 □ 急੓血液ಃੵの૤作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧અఈ □ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒੖ □ 血管外࿛ड़時のステロイド局஭

□ 胸腔ドレーンのൊ去 □ ୦ਭ時の༎液

実施可೵な૮ଲద医行為
壊死ૌ৭のঈ去 陰圧ถ鎖ྏ๑ ൿේ௷ の外༽ॴ஖

研र಼༲
ൿේ科で実施可೵なघ技の実ભ
壊死ૌ৭のঈ去
陰圧ถ鎖ྏ๑
ൿේ௷ の外༽ॴ஖

2೧໪：ൿේ科で実施可೵なघ技を行い、外པබ౫患者の೼握・管ཀྵができる。

FNP研रプログラム

౺ୣ໪ඬ
1೧໪：ൿේ科で実施可೵なघ技を行い、医師と共に外པබ౫患者の管ཀྵを実施できる
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඲価๏๑
研रプログラムを元に、指಍医と研र最शुに໚஌にて඲価

カンファレンス

指಍医サイン

教दサイン
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੔ೖ 2022೧ࡠ   12月  19 ೖ
ਏྏ科：外科・緩࿪ ಍医：౐஛ଉਜ਼ࢨ 講座教द：臼井ਜ਼৶

སर可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒੖ ■ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ࣎౦༫

□ ৷ऽదཇ圧換気のઅఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ௒੖

□ ඉ৷ऽదཇ圧換気のઅఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

□ ௡੫༂の౦༫௒੖ ■CVCのൊ去 □ カテコラミンの౦༫ྖ௒੖

□ ਕ工呼吸器からの཯୦ ■ PICCのૢ೘ □ 降圧剤の౦༫ྖ௒੖

□ 気઀カニューレの交換 □ 壊ࢰૌ৭のঈ去 □ ు解࣯の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーの૤ࡠ/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ □ ౸࣯・ు解࣯༎液の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ ૓෨ドレーンのൊ去 □ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒੖

□ PCPSの૤ࡠ/管ཀྵ □ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ࣎౦༫

□ IABP཯୦࣎のึঁළౕの௒੖ □ ಊຼラインの確ฯ □ 抗੠ਈබ༂のྡ࣎౦༫

□ ৼೱドレーンのൊ去 □ 急੓血液ಃੵの૤ࡠ/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ࣎౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧અఈ □ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒੖ □ 血管外࿛ड़࣎のステロイド局஭

■ 胸腔ドレーンのൊ去 □ ୦ਭ࣎の༎液

可೵な૮ଲద医行為ࢬࣰ
1೧໪：
PICCૢ೘
ドレーン管ཀྵ
研र಼༲

FNP研रプログラム

౺ୣ໪ඬ
1೧໪：PICCをཻ஖ड़པる
2೧໪：ドレーン管ཀྵができる
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඲価๏๑

カンファレンス

ຘु火༷ೖ13:30~1400: レクチャー・デスカンファレンス・キャンサーボード

಍医サインࢨ

教दサイン

ຘु火༷ೖ14:00~14:30: ೘ୂ院カンファレンス

PICC：ἧ࢙回਼と੔功ིを඲価する。
ドレーン管ཀྵ：安સにൊ去できたか医ࢥによる確೟を行う

ຘु月༷ೖ13:30~1400: ୂ院ࢩ援カンファレンス

59



作成ೖ       2023 ೧   1月 5 ೖ
診ྏ科：೶神経内科 指導医：島 さゆり 講座教授：渡ว 宏久

ས修可೵な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

■ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 □ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ ■ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
■神経診察
■髄液検査

研修内༲
チームの一員として、以下の内༲を研修する。
・チーム内の担当患者の回診・神経診察・඲価を行う。
・処置、治ྏ介೘、ゴール設定をチーム医と相談し実践する。
・救急外པからの往診依བやබ棟急รなどを担当医と共に対応を行う。
・検査・画像結果の඲価を行う。
・神経ೋබの治ྏ・栄཈・呼吸管ཀྵをチーム医とともに実践する。

研修するබ態・疾患
しびれ、頭痛、筋ྙ低下、意識障害、運動障害、೟知機೵低下、めまい
೶伹塞、೟知症、パーキンソンබ、パーキンソン症候群、多系統萎縮症、
筋萎縮性側索硬化症、脳炎・㧊膜炎など

FNP研修プログラム

到達໪ඬ
1೧໪：໲診のポイント、基ຌ的かつ重གྷな神経診察を習得する。
2೧໪：神経救急対応と神経ೋබについてཀྵ解する。
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඲価๏๑
ೖ常業ແ内での態度、姿勢、学習態度
研修最終週に໚談を行い、඲価する。

カンファレンス
水 13時～ 症ྭカンファランス
໨ 9時 ෈定期 教授回診
月~金 8時30෾～ NCU/SCUカンファランス

指導医サイン

教授サイン
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 作成日 2023年01月16 日
診療科：耳鼻咽喉科頭ᰏ部外科 指導医：岩田義弘 講座教授：㒖谷一郎教授

履修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去

□ 侵襲的陽圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投与量調整

□ 非侵襲的陽圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与

□ 鎮静薬の投与調整 □ CVCの抜去 □ カテコラミンの投与量調整

□ 人工呼吸器からの離脱 □ PICCの挿入 □ 降圧剤の投与量調整

■  気管カニューレの交換 ☑壊死組織の除去 □ 電解質の投与量調整

□ ペースメーカーの操作/管理 □ 陰圧閉鎖療法 □ 糖質・電解質輸液の投与量調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創部ドレーンの抜去 □ 利尿薬の投与量調整

□ PCPSの操作/管理 □ 動脈採血 □ 抗けいれん剤の臨時投与

□ IABP離脱時の補助頻度の調整 □ 動脈ラインの確保 □ 抗精神病薬の臨時投与

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管理 □ 抗不安薬の臨時投与

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ☑ 高カロリー輸液の投与量調整 □ 血管外漏出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ☑ 脱水時の輸液

実施可能な相対的医行為
気管切開カニューレ交換
ᅠ下内視鏡検査
聴力検査
研修内容
難聴の診断と難聴者への対応
気道狭窄症例の対応
頭ᰏ部癌治療における全身管理
頭ᰏ部癌治療における治療法
ᅠ下障害症例の診断と治療選択

FNP研修プログラム

到達目標
1年目：気道管理の基礎を習得
2年目：耳鼻咽喉科頭ᰏ部外科全般について理解を深める
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評価方法
研修終了時に本人と対面の上評価

カンファレンス
毎週水曜、金曜16:30から約1時間

指導医サイン

教授サイン
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੔ೖ2023   ೧ 1 月 5  ೖࡠ 
ਏྏ科：形੔外科 ಍医：୴౲医ࢨ 講࠴教द：奥ຌ ཾ行

སर可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒੖ □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ࣎౦༫

□ ৷ऽదཇ圧換気のઅఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ௒੖

□ ඉ৷ऽదཇ圧換気のઅఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩ࡐ౦༫

■ ௡੫༂の౦༫௒੖ ■ CVCのൊ去 □ カテコラミンの౦༫ྖ௒੖

□ ਕ工呼吸器からの཯୦ □ PICCのૢ೘ □ 降圧ࡐの౦༫ྖ௒੖

□ 気઀カニューレの交換 ■ 壊ࢰૌ৭のঈ去 □ ు解࣯の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーの૤ࡠ/管ཀྵ ■ 陰圧ถྏ࠱๑ □ ౸࣯・ు解࣯༎液の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーリードのൊ去 ■ ૓෨ドレーンのൊ去 □ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒੖

□ PCPSの૤ࡠ/管ཀྵ □ ಊຼࡀ血 □ 抗けいれんࡐのྡ࣎౦༫

□ IABP཯୦࣎のึঁළౕの௒੖ □ ಊຼラインの確ฯ □ 抗੠ਈබ༂のྡ࣎౦༫

□ ৼೱドレーンのൊ去 □ 急੓血液ಃੵの૤ࡠ/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ࣎౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧અఈ □ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒੖ □ 血管外࿛ड़࣎のステロイド局஭

□ 胸腔ドレーンのൊ去 □ ୦ਭ࣎の༎液

可೵な૮ଲద医行為ࢬࣰ
・外པঁघ ૓෨ॴ஖など
・घढ़ঁघ 各झघढ़のঁघ、๕合など
・බ౫管ཀྵ 回ਏ࣎ॴ஖、ॴ๏、఼థなど
研र಼༲
・外པঁघ
・घढ़ঁघ
・බ౫回ਏ、ॴ஖
・ुに一ౕのカンファレンスࢂ加
・ERオンコール

2೧໪：ಋ৏

FNP研रプログラム

౺ୣ໪ඬ
1೧໪：形੔外科࣮患のਏྏ๏๑と࣑ྏ๏๑を学ぶ
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඲価๏๑
・勤ແସౕ ྡজదஎࣟの౺ୣౕ、ॴ஖、घ技の౺ୣౕ
・カンファランスࢂ加য়況（プレゼンなど）

カンファレンス
・ຘु火༷ೖ16：30～18：30ࠔまで

಍医サインࢨ

教दサイン
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 作成ೖ 2023೧1月4ೖ
診ྏ科：血液಼科 指಍医：担当医 講座教授：෎田章༡

ས修可೵なಝ定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの投༫ྖ調整

□ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCのൊ去 □ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ □ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 □ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
຦梢血幹細๖採取
༎血管ཀྵ
研修಼༲
ස血、易感染、出血傾向といった血液疾患患者のಝ徴を学び、対処๑を
身に෉けるとともに、化学ྏ๑で合ญする༹々な合ญ症への対応を身に෉ける。

易感染患者では適切かつ早急な感染への対処が求められ、感染඲価のアプローチや抗菌༂の
選択を学ぶ機会は多い。
また、化学ྏ๑中は腎෈全や心෈全等の合ญも多く、ಋ時に全身の
管ཀྵをགྷすることになり、経口摂取困ೋ時の中心静ຼ栄཈もしばしば
༽いられる。
༎血ྏ๑も重གྷな治ྏの一環であり、適応、෯作༽への対応を学ぶ。
医師とともに診ྏにあたり、アセスメントの仕๏、対処の仕๏を身につけていく。
また、治ྏの一環として自家຦梢血幹細๖移植もあり、幹細๖採取、移植も経験可೵である。

2೧໪：医師の指಍の下患者を担当し治ྏ計画をཱི案できる

FNP研修プログラム

到達໪ඬ
1೧໪：血液疾患患者や化学ྏ๑施行者の管ཀྵを身に෉ける
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◊修する疾病・病態

悪性リンパ⭘、多Ⓨ性㦵㧊⭘、急性ⓑ⾑病、㦵㧊異形成症候⩌、

再生不Ⰻ性㈋⾑、特Ⓨ性⾑小板減少性⣸斑病、他

඲価๏๑
・ೖ常業ແの態度、診ྏへの姿勢、学習状況
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚談にて඲価

カンファレンス
火 15:00～

指಍医サイン

教授サイン
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 作成日 2023 年1 月29 日
診ྏ科：内෾泌外科      指導医：富家・小川・横井 講座教授：日比 八束

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 ■ ෴腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 ■壊死組織の除去 ■電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創部ドレーンの抜去 ■ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■動ຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助頻度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗不安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・頚部エコー
・術後創部管ཀྵ
・手術助手
研修内༲
・医師に同行し周術期管ཀྵを主体とした診察、アセスメント、評価を行う
・手術に助手として参加し、医師の指導の下手術手技を行う

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：内෾泌外科疾患に対する治ྏと手術患者の周術期管ཀྵについて考察できる
2年໪：医師の指導の下患者を担当し治ྏ計画をཱི案、周術期治ྏに参加できる
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研修する疾患・病態
甲状腺ྒྷ性・悪性腫 
副甲状腺ྒྷ性・悪性腫 
副腎・後෴ຜ腫 など

カンファレンス
໨ 17時半～
金 17時～
（手術終྅時間に応じていずれか）

手術日
໨・金 午前午後
土 午前

評価๏๑
日常業ແの態度、診ྏへの姿勢、学習状況
研修プログラムを元に指導医と研修最終週に໚談にて評価

指導医サイン

教授サイン
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ばんたね（第二）



作成日 2022年 12月 30日
診ྏ科：ばんたね総合消化器外科  指導医：担当医 講座教授：ຉ口 ໎彦

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 ■ ෴腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 ■胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

■ 非侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ ■ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創෨ドレーンの抜去 ■ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 ■ 動ຼラインの確ฯ ■ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整■ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・皮下ດງ๕合 ・Ａライン抜去
・手術助手(第一・第二助手） ・硬ຜ外カテーテル抜去 ・抜糸／抜ᭋ
・෴水ἧ刺 ・ＣＶポートἧ刺 ・透視の介助
研修内༲
・消化器外科で実施可能な相対的医行為の実践
・周術期の患者管ཀྵ
・手術の第一・第二助手の実施

・PICCの挿入

FNP研修プログラム

到達໪ඬ
1年໪：医師の支援のもと、手術の第一・第二助手ができる
2年໪：手術助手に加え、多職種と協同し、බ棟管ཀྵ（ICU・一般බ棟）ができる

・බ棟管ཀྵ：回診、術後処置、採血・画像検査実施の判断、代行入ྙ、༂剤コントロールなどを医師
やFNPとともに  実施する。
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研修する疾බ・බ態
上෨・下෨消化管疾患、肝胆ᢆ疾患、血管疾患、肺疾患、小児外科疾患、
෴෨急性疾患など

カンファレンス
ຘ日 8：00～ チームカンファレンス
火༷日 ７：３０～ 術前カンファレンス
໨༷日 ７：３０～ බ棟カンファレンス

඲価๏๑
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて඲価

指導医サイン

教授サイン
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作成日 2023年 1月 16日
診ྏ科：ばんたね脳外科 指導医：小松文成 講座教授：加藤༳子

ས修可能な特定行為
□気管チューブの位置調整 □腹腔ドレーンの抜去 ■抗菌༂のྡ時投༫

■侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □インスリンの投༫ྖ調整

□非侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■カテコラミンの投༫ྖ調整

■人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■降圧剤の投༫ྖ調整

■気切カニューレの交換 □壊死組織の除去 ■電解質の投༫ྖ調整

□ペースメーカーの操作/管ཀྵ □陰圧閉鎖ྏ๑ ■糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ペースメーカーリードの抜去 ■創部ドレーンの抜去 □ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■動ຼ採血 □抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助頻度の調整 ■動ຼラインの確保 □抗精神病༂のྡ時投༫

□心嚢ドレーンの抜去 □急性血液透析の操作/管ཀྵ □抗不安༂のྡ時投༫

□胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □血管外࿛出時のステロイド局注

□胸腔ドレーンの抜去 ■脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・๕合 ・タップテスト ・手術助手
・抜糸、抜鈎 ・マスク換気 ・挿管、抜管
・下肢超音波検査
研修内༲
・手術助手（開頭手術、血管内手術）
・周術期の患者管ཀྵ
・脳卒中対応

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：神経診察、脳神経に関࿊した画像を学び、実施可能な手技を実践する。
2年໪：実施可能な手技を行い、病棟患者の把握・管ཀྵができる。

��



評価๏๑
・学んだ内༲についてのプレゼンテーション
・日常診ྏ、業ແの態度、学習状況
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて評価

カンファレンス
・月、火、水、໨、金：8：15～
・水：15：00～

指導医サイン

教授サイン

��



診ྏ科：ばんたね麻酔仑痛制御学  指導医：米倉 寛

ས修可能な特定行為
■ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去

■侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換

□ 鎮静༂の投༫調整 □ CVCの抜去

□ 人工呼吸器からの཯脱 □ PICCの挿入

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧閉鎖ྏ法

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創部ドレーンの抜去

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血

□ IABP཯脱時の補助頻度の調整 ■ 動ຼラインの確保

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 □ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
気管挿管 CVC挿入
抜管

研修内༲
手術室で麻酔の導入、術中管ཀྵ、抜管、退室の補助を行う。
外པで術前診察の補助を行う。
ᶅ術前検査データの確認、病ྼの聴取など
ᶆ麻酔の準備（༂剤準備、機器の点検）
ᶇマスク換気、挿管、抜管（１~2症ྭ/日、手術室）
ᶈ術中の༂剤投༫、持続投༫ྖの調節（鎮静༂,筋弛緩༂,麻༂,昇圧༂など担当医の許可の上で）
ᶉ末梢、動ຼライン挿入、（CVカテーテルは２年໪以降、本人の能ྙなどで判断）

FNP研修プログラム  作成日2023年 1 月 16日
講座教授：角ᔻ 浩央

到達໪標
1年໪：༩定手術の麻酔の補助が出པる
2年໪：緊急手術の麻酔の補助が出པる

□ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 抗不安༂のྡ時投༫

□ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ インスリンの投༫ྖ調整

■ 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■カテコラミンの投༫ྖ調整

■降圧剤の投༫ྖ調整

■ 電解質の投༫ྖ調整

■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

��



評価方法
勤ແ態度、知識、技能の到達度による。

カンファレンス
手術室 毎朝8:30
医局 毎週໨8:00

指導医サイン

教授サイン

��



 作成日 2022   年12 月21 日
診ྏ科：ばんたね整形外科 指導医：加藤慎一 講座教授：寺田信樹

履修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 ■抗菌薬のྡ時投与

□ 侵襲的陽圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■インスリンの投与ྖ調整

□ 非侵襲的陽圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与

■ 鎮静薬の投与調整 ■ CVCの抜去 ■カテコラミンの投与ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■PICCの挿入 ■降圧剤の投与ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投与ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管理 ■陰圧閉鎖ྏ法 ■ 糖質・電解質輸液の投与ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創部ドレーンの抜去 ■ 利尿薬の投与ྖ調整

□ PCPSの操作/管理 ■ 動脈採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投与

□ IABP཯脱時の補助頻度の調整 ■動脈ラインの確保 □ 抗精神病薬のྡ時投与

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管理 ■抗不安薬のྡ時投与

■胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■高カロリー輸液の投与ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

■胸腔ドレーンの抜去 ■脱水時の輸液

実施可能な相対的医行為
・手術助手 手術室、各種手術の助手、縫合など
・外来助手 シーネ・シャーレの取り扱い
・病棟管理 処方、点滴など
研修内容
・手術助手
・外来助手
・病棟管理
・毎朝のカンファレンスに参加(任意)
・ERオンコール

2年目：同上

FNP研修プログラム

到達目標
1年目：運動器疾患の診ྏ方法と治ྏ方法を学ぶ

��



評価方法
・勤務態度、ྡ床的知識の到達度

カンファレンス
・毎朝8:30~8:45 前日のレントゲン読影カンファレンス

指導医サイン

教授サイン
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 作成日  2023 年 1月 9日
講座教授：伊藤瑞規

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 ■ 胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの投༫ྖ調整

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 □ CVCの抜去 □ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創෨ドレーンの抜去 ■ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ ■ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
神経診察 腰椎ἧ刺

研修内༲
ຘ朝行う回診にて、入院患者全体の簡単な神経診察や状態把握を行います
必གྷ時に、注射、処๏、検査の代行入ྙを行います
ຘ週໨༷日カンファにて、脳神経内科疾患における診断や治ྏの実際について、共に検討します
研修できる手技や処置には๣しく、診察や診断、内ෲ、注射内༲など、内科的対応が
メインになります

2年໪：神経ร性疾患など脳神経内科関࿊疾患の対応と、神経救急患者の対応を学ぶ。

FNP研修プログラム

到達໪ඬ：
1年໪：神経診察を行い、その意ັをཀྵ解する。脳神経内科疾患に関࿊した画像を学ぶ。

診ྏ科：ばんたね脳神経内科  指導医：担当医

��



඲価๏๑
・日常診ྏにおける勤ແ態度、日常業ແにおける知識的、ྡ床的到達度、
 カンファレンスでのプレゼン等
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて඲価

カンファレンス
・ຘ週໨༷日9時30෾から11時頃まで総回診
 ໨༷日以外の9時30から10時30෾頃まで全体回診も行っています。
・ຘ週໨༷日13時から14時過ぎ頃まで入院患者カンファレンス

指導医サイン

教授サイン

��



作成日    2023  年  2 月 14  日
診ྏ科：ばんたね耳鼻咽喉科 指導医：稲田紘也 講座教授：中田誠一

履修可能な特定行為
■ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌薬のྡ時投与

□ 侵襲的陽圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投与ྖ調整

□ 非侵襲的陽圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与

□ 鎮静薬の投与調整 ■ CVCの抜去 □ カテコラミンの投与ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投与ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投与ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管理 □ 陰圧閉鎖ྏ法 □ 糖質・電解質輸液の投与ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創部ドレーンの抜去 □ 利尿薬の投与ྖ調整

□ PCPSの操作/管理 ■ 動脈採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投与

□ IABP཯脱時の補助頻度の調整 ■ 動脈ラインの確保 □ 抗精神病薬のྡ時投与

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管理 □ 抗不安薬のྡ時投与

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 □ 高カロリー輸液の投与ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の輸液

実施可能な相対的医行為
手術助手 気管切開 気管カニューレ交換
喉頭ファイバー プロヴォックス交換 レティナ交換
耳鼻科診察
研修内容
耳鼻咽喉科で実施可能な手技の実践
周術期の各種オーダー
気管切開およびカニューレ交換
喉頭ファイバーにて気道緊急症の評価
手術の助手

2年目：気道緊急に対応できる

FNP研修プログラム

到達目標
1年目：耳鼻咽喉科診察を習得する

��



評価方法
日常診ྏにおける勤務態度
日常業務における知識の確認
研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に面談にて評価

カンファレンス
水・金 17:30～

指導医サイン

教授サイン
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 作成日2022年12 月18日

履修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 □ 抗菌薬の臨時投与

□ 侵襲的陽圧換気の設定変更 □胃瘻/腸瘻カテーテルの交換 □ インスリンの投与量調整

□ 非侵襲的陽圧換気の設定変更 □ ᡼胱瘻カテーテルの交換 □ 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与

□ 鎮静薬の投与調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投与量調整

□ 人工呼吸器からの離脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投与量調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投与量調整

□ ペースメーカーの操作/管理 □ 陰圧閉鎖療法 ■ 糖質・電解質輸液の投与量調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創部ドレーンの抜去 ■ 利尿薬の投与量調整

□ PCPSの操作/管理 ■ 動脈採血 □ 抗けいれん剤の臨時投与

□ IABP離脱時の補助頻度の調整 □ 動脈ラインの確保 □ 抗精神病薬の臨時投与

□ 心嚢ドレーンの抜去 ■ 急性血液透析の操作/管理 □ 抗不安薬の臨時投与

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 □ 高カロリー輸液の投与量調整 □ 血管外漏出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の輸液

実施可能な相対的医行為
透析用FDLカテーテル挿入

研修内容
急性腎障害の診断・治療
急性血液浄化療法の適応と実施
慢性腎臓病の透析導入
電解質異常の診断・治療

2年目：透析室ならびに病棟管理ができるようになる

FNP研修プログラム

到達目標
1年目：急性血液浄化の適応を理解し、実践できる

診療科：ばんたね腎臓内科  指導医：岡本直樹・藤井麻耶  講座教授：稲熊大城
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評価方法
・日常診療・業務の態度、学習状況
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に面談にて評価

カンファレンス
毎週金曜日11時

チーム回診
毎週金曜日9時

指導医サイン

教授サイン

��



岡崎（୊࢝）



作成ೖ 2022೧  12月 28ೖ
診ྏ科：岡崎 総合消化器外科 指಍医：菊地健司 講座教授：守瀬善一

ས修可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位置調整 ■ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

■ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 ■胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ調整

■ ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤౦༫

□ 鎮静༂の౦༫調整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 ■ 壊死組織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ ■ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 ■ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯脱時のึ助ළౕの調整 ■ ಊຼラインの確ฯ ■ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時౦༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対ద医行為
・ൿ下ດງ๕合 ・Ａラインൊ去 ・肝ಊ注
・手術助手(第一・第್助手） ・硬ຜ外カテーテルൊ去 ・ൊ糸／ൊᭋ
・෴水ἧ刺 ・PICCポート造設 ・ＣＶポートἧ刺
・ミニトラック挿೘
研修಼༲
・消化器外科で実施可೵な相対ద医ྏ行為・ಝఈ行為の実施
・周術期の患者管ཀྵ
・手術助手実施

 

FNP研修プログラム

౺達໪ඬ
1೧໪：ಝఈ行為の実施、および医師と共に相対ద医行為・බ౫患者の管ཀྵ・手術助手を実施できる
2೧໪：බ౫患者の೼握・管ཀྵができ、手術助手を担うことができる

・外པ・බ౫・ハイケアユニット：外པ（ERでの救急患者対応を含む）、೘院から退院まで継続して患者管ཀྵを行う。術
前検査および඲価と治ྏ๏針ཱི案、術前管ཀྵ、手術助手、術後管ཀྵおよび処置、採血・画像検査実施の൓断、 代行೘
ྙ、༂剤コントロールなどを医師と相談し、実施する
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研修する疾බ・බ態
胃癌、大腸癌、直腸癌、すい臓癌、肝癌、食ಕ癌、胆管癌、胆石症、
急性虫垂炎、イレウスなど

カンファレンス
8:30－8:45 (月～ౖ) ೘院患者カンファレンス
16:00-16:30 (月) 消化器಼科外科合ಋカンファ
16:30－18:00 (月) 術前検౾会

඲価๏๑
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚談にて඲価

指಍医サイン

教授サイン

��



 作成ೖ  2023೧ 1月 17ೖ

ས修可೵なಝ定行為
■ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 □ 抗菌༂のྡ時౦༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの౦༫ྖ調整

□ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤౦༫

■ 鎮静༂の౦༫調整 □ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 □ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯脱時のึ助ළౕの調整 ■ ಊຼラインの確ฯ ■ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 □ 高カロリー༎液の౦༫ྖ調整 ■血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
挿管・ൊ管
ຓ酔維持

研修಼༲
1.ຓ酔症ྭは担౲ຓ酔科医監ಞ下でASA１,２の患者を担౲ 
2.担౲症ྭについていない場合
ディレクターと相談し、他医師が担౲する಍೘のຓ酔಍೘、
体位交換、緊急手術の準ඍ、手伝いを行う
3.術前診察のカルテ作成
手術༩定නから術前診察の記載がない患者を探して、
術前診察カルテを記࿧する
術前診察カルテ記載
（共༙フォルダ→診ྏ科→ຓ酔科医局→ຓ酔科術前඲価）
4.術前๜໲・術後๜໲

඲価したことをカルテに記載する

2೧໪：指಍医監視下でຓ酔಍೘・維持・ൊ管ができる

FNP研修プログラム

1೧໪：ຓ酔಍೘、維持、ൊ管の手技・಼༲のླྀれをཀྵ解できる
診ྏ科：岡崎 ຓ酔 指಍医：๮月ཤ昭教授、ྵ໨ຬ三教授、柴田純ฑ教授 講座教授：๮月ཤ昭教授

��



඲価๏๑
ຓ酔科指಍医に඲価してもらう

カンファレンス
෈定期 ຓ酔科カンファレンス
月～ౖ༷ೖAM9:00～ICUカンファレンス

担౲症ྭについて
ᶅ症ྭプレゼン出པるよう準ඍ(患者ഐ景、術式、ຓ酔計画)
ᶆ担౲全身ຓ酔症ྭがあれば、患者೘室前にຓ酔準ඍ
（ຓ酔器・༂剤・モニターなど）
ᶇ担౲ຓ酔科医監ಞ下で全身ຓ酔を行う
(自身の経験や೵ྙに応じて、担౲医と相談する)。

緊急手術について
ᶅ担౲ຓ酔科医とともに緊急手術のຓ酔準ඍ・಍೘介助
ᶆそのまま全ຓ症ྭを担౲医と行うかをディレクターと相談

術前診察カルテ記載

ᶅ教授の໌前誰でもྒྷいので代行೘ྙ
ᶆ術前診察記࿧を作成
ᶇຓ༂のオーダーは医師に依བ

術前๜໲・術後๜໲
ᶅ術前の気ಕ、循環、全身状態の඲価
ᶆ手術౲ೖの手術可൳に関わる事象の඲価
ᶇ仑痛コントロール、PONV、ᅃ声などຓ酔後合ญ症の඲価

指಍医サイン

教授サイン
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作成ೖ  2023೧  2月  20ೖ
診ྏ科：岡崎 ER 担౲者：༙౤ 拓࿢  講座教授：༙౤ 拓࿢

1೧໪：患者のබྼの௎取と全身の観察ができ、検査のオーダー、カルテ記載ができる
2೧໪：バイタルサインと症状から重症ౕを൓断しචགྷな初期治ྏとコンサルテーションができる

ས修可೵なಝఈ行為
■ 気管チューブの位஖௒整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■抗菌༂のྡ時౦༫

■ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの౦༫ྖ௒整

■ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡静༂の౦༫௒整 □ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ௒整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘ ■降圧剤の౦༫ྖ௒整

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ௒整

■ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 ■抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯脱時のึ助ළౕの௒整 ■ ಊຼラインの確ฯ ■抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ ■抗෈安༂のྡ時౦༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局஭

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対ద医行為
・気管಼挿管 ・๕合（局所ຓ酔を含む） ・腰௥ἧ刺
・除細ಊ ・௔音ഀ検査 ・造影CT

研修಼༲
・患者、家族が೴ಚできる医ྏを行うための説໎ができಋ意をಚる。
・指಍医や専໵医にన切なタイミングでコンサルテーションを行う。
・患者、家族へのన切な指示、指಍を行う。
・ಆ、ᰏ෨、胸෨、෴෨、ൽ೚器、生殖器、骨、関節、筋೓系、ൿේ、小児、精神໚の診察を行う。
・血液検査、೚検査、௔音ഀ検査、画像検査、ക཈検査のన応を൓断し結果の解釈を行う。
・重症ౕおよび緊急ౕの೼握を行う。
・ショックの診断と治ྏができる。
・್次救ໍ処஖ができ、一次救ໍ処஖を指಍する。
・外傷初期診ྏが行える。
・胸௩、意識障害、ຓᙼ、呼吸困ೋ、෴௩、ಆ௩、൅೦、アナフィラキシーショックの

症候พアプローチを行う。

FNP研修プログラム

౺達໪ඬ
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研修する疾බ・බ態
救急疾患全ൢ

カンファレンス
ICUカンファ 9:00-915
引継ぎ・申し送り時間 8：15、17：00

඲価๏๑
・勤ແ態ౕ
・研修終྅時の໚談

指಍医サイン

教授サイン
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作成日 2023年 2月 2日
診ྏ科：岡崎 腎臓内科 指導医：小島昌泰  講座教授：坪井直毅

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 □ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 □ 創෨ドレーンの抜去 ■ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助頻度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 ■ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗不安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
・FDL挿入 ・๕合

研修内༲
・病棟と透析室の割合を最初に指導医と相談して決める。
・シャント造設の手術助手
・血管エコー
・最終に症ྭ発表を行う
・෴ຜ透析のカテーテル交換
透析室にて
・回࿑の組みཱིて
・透析針のἧ刺

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：ブラッドアクセス関࿊手技の原ཀྵが෾かる，血液浄化๑の違いについてཀྵ解する
2年໪：1年໪に加え病棟管ཀྵができるようになる
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研修する疾病・病態
ອ性腎臓病、急性腎障害、腎ᚪ腎炎、糸球体腎炎など

カンファレンス
火 13:00～ 病ཀྵカンファレンス
火 14:00～ 入院患者カンファレンス

評価๏๑
・日常診ྏ・業ແの態度、学習状況
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて評価

指導医サイン

教授サイン
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 作成日    2023  年1 月23 日
診ྏ科：岡崎 呼吸器外科 指導医：栃井祥子 講座教授：須田 ཾ

ས修可能な特定行為
■ 気管チューブの位置調整 □ 腹腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

■ 非侵襲的ཇ圧換気の設定変更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCの抜去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 □ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧閉鎖ྏ๑ □ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創部ドレーンの抜去 □ ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助頻度の調整 ■ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗不安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 □ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
胸腔ドレーン挿入 創部๕合 持続神経ブロックカテーテルの抜去

研修内༲
担当患者を決め、入院症ྭカンファランスでプレゼンテーションを行う。
手術に第一助手、第二助手として参加する。
手術症ྭカンファランスシートを作成し、病態に応じた手術適応、手術๏๑を学ぶ。
初診患者の໲診を行い、外པ診ྏをึ助する。可能な範囲で検査を計画する。
入院患者の回診を行い、処置、検査計画、退院計画を行う。

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：手術の第一助手、第二助手を学ぶ。医師の監督下で患者診察、胸腔ドレーン抜去・挿入ができる。
2年໪：医師の監督なしで患者診察を行い、診ྏ計画をཱིてる。
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評価๏๑
ຘ週指導医と໚談し、ས修項໪の確認、評価を行う。
月຦に指導医ならびに講座教授と໚談し、ས修項໪の確認、評価を行う。

カンファレンス
ຘ朝 8時30分 入院患者カンファランス
໨ 手術終྅後 手術症ྭカンファランス 内科外科合同カンファランス

手術日
月 AM
火 AM  PM(第２、４）
水 AM  PM
໨ AM  PM

指導医サイン

教授サイン
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 作成ೖ  2023೧ 2月 3ೖ

ས修可೵な特定行為
■ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

■ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ 胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

■ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■ 鎮静༂の投༫調整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの投༫ྖ調整

■ 人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿೘ ■ 降圧剤の投༫ྖ調整

■ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時投༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
気管支鏡下の挿管・ൊ管 胸腔鏡操作 酸素ླྀྖの調整
気管支鏡操作 胸水試験ἧ刺 胸腔ドレーン挿೘

研修಼༲
・医師は2人1組のチームになり患者を受け持っており、そこに加わり研修を行う
（他チームの処置・症ྭの研修も行うことも可）
・担当患者を受け持ち、検査を組みཱིて๏針を決定し治ྏ介೘を行う
・疾患は、急性期～ອ性期～緩࿪治ྏと多岐に渡り、全人的医ྏの実践を学ぶことができる
・බ棟研修をメインに行うが、気管支鏡検査には積極的に参加し介助につくようにする

研修する疾患
഑腫 、胸ຜ中ൿ腫、縦隔腫 、ᄸ息（ೋ治性ᄸ息、アスピリンᄸ息）
間質性഑炎、COPD、഑炎、胸ຜ炎、഑結核、ඉ結核性抗酸菌症、サルコイドーシス
睡ເ時ໃ呼吸症候群、呼吸෈全

FNP研修プログラム

到達໪ඬ
診ྏ科：岡崎 呼吸器಼科  指導医：ྜྷ 正道   講座教授：ྵ໨敦詞

呼吸器疾患をཀྵ解し、担当医師と相談しながら治ྏ介೘ができる

��



඲価๏๑
研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて඲価

カンファレンス
火༷ೖ17:00～新೘院患者カンファレンス、医局会

 
໨༷ೖ16:00～呼吸器外科との合同カンファレンス

指導医サイン

教授サイン
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 作੔ೖ       2023೧1月  5 ೖ
診ྏ科：岡崎 ૱合診ྏ科 指಍医：安౽།、河ᬔ、੼坂、಼ీ、河合、

๝岡、加౽など૱合診ྏ科スタッフ医師、講座教授：୉ੁ଻弘

チーム医ྏの一員としてのྡ床೵ྙを身につけることができる

ས修可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒੖ □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

□ 侵襲దཇ圧換気のઅఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの౦༫ྖ௒੖

■ ඉ侵襲దཇ圧換気のઅఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡੫༂の౦༫௒੖ ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ௒੖

■ 人工呼吸器からの཯୦ ■ PICCのૢ೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ௒੖

□ 気઀カニューレの交換 □ 壊死ૌ織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーの૤作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒੖

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ ૓෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒੖

□ PCPSの૤作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 ■ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯୦時のึ助ළౕの௒੖ □ ಊຼラインの確ฯ ■ 抗੠神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急੓血液ಃੵの૤作/管ཀྵ ■ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧અఈ ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒੖ ■ 血管外࿛出時のステロイド局஭

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ ୦ਭ時の༎液

FNP研修プログラム

౺ୣ໪ඬ：ଡ岐にわたる既往ྼ・既ଚ症、෵雑なබସ・ഐ景をもつ高ྺ者などをཀྵ解し、

1೧໪：医ྏ໚ં・身ର診察を行ない、経時దに患者の状ସร化をཀྵ解できる
患者の状ସや治ྏ๏針をཀྵ解し、プレゼンテーションできる
主な症状・බସからྡ床推࿨を行ない、鑑พ疾患をあげられる
コモンな疾患の治ྏを経験することができる
鑑พにචགྷな検査をમ୔することができる
感ౕ・ಝ異ౕなどを考ྂして、検査結果を඲価することができる
患者・家ଔの意思決ఈを支援することができる
ୂ院௒੖を経験することができる
IC、MSW໚஌、ଡ職種カンファレンス౵を௪してଠの医ྏ従事者と協ಉすることができる

2೧໪：医ྏ໚ં・身ର診察を行ない、経時దに患者の状ସร化をཀྵ解し、診ྏ๏針にਫ਼かすことがで
きる
患者の状ସや治ྏ๏針をཀྵ解し、プレゼンテーションできる
主な症状・බସからྡ床推࿨を行ない、鑑พ疾患をあげられる
コモンな疾患の治ྏを経験・఑案することができる
鑑พにචགྷな検査をમ୔することができる
感ౕ・ಝ異ౕなどを考ྂして、検査結果を඲価することができる
患者・家ଔの意思決ఈを支援することができる
ୂ院௒੖を支援することができる
IC、MSW໚஌、ଡ職種カンファレンス౵を௪してଠの医ྏ従事者と協ಉすることができる
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実施可೵な૮ଲద医行為
・สඁ時、൅೦・仑௩時、෈ເ・෈穏時などの༂剤処๏・ଠ科コンサルテーション・診ྏ情ๅ఑供書の記載
・エコー（心、෴෨、POCUSなど） ・カンファレンスでの症ྭプレゼンテーション 
・グラムઝ色など
研修಼༲
・診ྏチーム（઒攻医、スタッフ医師±初期研修医・学ਫ਼）の一員として、೘院患者を受け持ち、
 医ྏ໚ં、身ର診察を行う
・身ର所見・検ର検査・画଀・細菌学ద検査（グラムઝ色など）などのన઀な実施・解釈ができるよう
 に౔める
・研修最終週までにローテーションでの学びについては振りศりの൅නを行う
・ଡ職種カンファレンスやチームカンファレンスなどに参加することで、自己の学びを深めるとともに、
 ଡ職種と࿊携する
・カンファレンスで୴౲症ྭのプレゼンテーションを行う

඲価๏๑
・ೖ常診ྏの観察、業ແସౕ、学習状況
・振りศり൅නの಼༲、取りૌみ
・症ྭプレゼンテーション

カンファレンス
・ຘ௉8：15～ ௉カンファレンス
・ຘ週1回ଡ職種カンファレンスに参加（༷ೖ・時間は所଒チームによる）
・ຘ週1回チームカンファレンス（安౽が実施）
・月༷ೖ15時ൔ～教育カンファレンス（教育顧໲໼口઎ਫ਼による）
ଠ、各所଒チームでカンファレンスがన宜実施

指಍医サイン

教授サイン

��



 作成日2023年2 月3日
診ྏ科：岡崎 脳神経外科 指導医：山城慧 診ྏ科責任者：早川基治

ས修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □ ෴腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 ■インスリンの投༫ྖ調整

□ 非侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

□ 鎮静༂の投༫調整 ■CVCの抜去 □ カテコラミンの投༫ྖ調整

■人工呼吸器からの཯脱 ■ PICCの挿入 ■降圧剤の投༫ྖ調整

■気切カニューレの交換 ■壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創部ドレーンの抜去 ■ཤ尿༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 ■抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助頻度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神病༂のྡ時投༫

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗不安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■高カロリー༎液の投༫ྖ調整 □ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■脱水時の༎液

実施可能な相対的医行為
神経診察 手術助手 腰椎ἧ刺
ἧ頭、開頭、ถ頭 抜糸、抜鈎 呼吸器のついた患者の搬送

研修内༲
身体診察、処๏・注射・検査の代行入ྙ
脳神経外科で実施可能な手技の実践
手術の第一・第二助手の実施
脳神経外科患者の周術期の患者管ཀྵ：術前術後の各種オーダー

FNP研修プログラム

到達໪標
1年໪：神経診察を習得する、脳神経画像を学ぶ
2年໪：頭部外傷、脳卒中などの脳神経救急に対応、脳外科患者の病棟管ཀྵ、手術助手
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評価๏๑
日常診ྏにおける勤ແ態度
日常業ແにおける知識的。
研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて評価

カンファレンス
月、金：朝８時よりカンファレンス、回診
水༷：午後４時より回診、カンファランス

指導医サイン

教授サイン
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 作成ೖ   2022  ೧ 12月 19ೖ
診ྏ科：岡崎 小児科  指಍医：河村 吉紀 責೜者：河村 吉紀

ས修可೵なಝఈ行為
□ 気管チューブの位஖௒整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

□ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 □ インスリンの౦༫ྖ௒整

□ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡静༂の౦༫௒整 □ CVCのൊ去 □ カテコラミンの౦༫ྖ௒整

□ 人工呼吸器からの཯୦ □PICCの挿೘ □ 降圧剤の౦༫ྖ௒整

□気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 □ ు解質の౦༫ྖ௒整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒整

□ ペースメーカーリードのൊ去 □ 創෨ドレーンのൊ去 □ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒整

□ PCPSの操作/管ཀྵ □ ಊຼ採血 ■抗けいれん剤のྡ時౦༫

□ IABP཯୦時のึ助ළౕの௒整 □ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液ಃ析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時౦༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ □ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒整 □ 血管外࿛出時のステロイド局஭

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■୦水時の༎液

実施可೵な相対ద医行為
・採血・຦梢静ຼライン確ฯ・カテーテル೚採取時のึ助と実施
・腰௥ἧ刺時のึ助 ・検査時௡静のึ助
・小児児൘送（急性期診ྏ支援・家族支援の実施）

研修಼༲

FNP研修プログラム

౺ୣ໪ඬ
1೧໪：小児疾患のಝ性をཀྵ解し、小児科ద管ཀྵ・処஖・検査のึ助 ができる。
2೧໪：医師の指಍のもと患者を୴౲し、බ౫管ཀྵ・検査を行うことができる。

・在୒医ྏదケアがචགྷな児の家族への対応、学校・๜໲看護・往診医などの協ྙ体制を含む退院支援の௒整を
行う.

・回診にಋ行し、児の診察๏๑、ฯ護者への説໎、各疾患の急性期からອ性期の治ྏと඲価、退院時の஭意఼、
カルテช書代ཀྵ೘ྙなどを学ぶ.

医師の指಍の下上記の研修を行う。୊一බ院とは異なり、専໵性の高い疾患は少なく、一ൢదな小児಼科疾患が
対象となる。

・一ൢదな小児疾患である೦性けいれん、ᄸ息、ௐ重積、胃ௐ炎・഑炎౵の感染症が研修可೵.  外པ・ERからの
೘院・治ྏ・退院までのプロセスを学ぶ.

・බ౫処஖・外པ処஖は୴౲医と共に処஖を行う。学習状況に応じて医師の指಍のもと可೵な医行為を行う。

・MRI౵の௡静をགྷする検査、腰௥ἧ刺などのಋ意説໎ช書の取ಚ、௡静๏๑と௡静時の஭意఼について学ぶ.

・఺院がචགྷなの小児児൘送にಋ行し、බద新生児の初期診இ、治ྏ手技について学ぶ。また、児とฯ護者の愛
஥形成を意識した家族支援についても救急対応の஦で学ぶ。

���



඲価๏๑
・ೖ常業ແ態ౕ・診ྏへの姿勢・学習状況
・研修プログラムを元に、指಍医と研修最終週に໚஌にて඲価

カンファレンス
・୊2・4水༷ೖ13:30～ බ౫カンファレンス
・෈ఈ期外པカンファレンス

指಍医サイン

教授サイン

/ . /



 作成日    2022年12月19日
教授：日下 守

履修可能な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 ■ 腹腔ドレーンの抜去 ■ 抗菌薬の臨時投与

□ 侵襲的陽圧換気の設定変更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投与量調整

□ 非侵襲的陽圧換気の設定変更 ■ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤投与

□ 鎮静薬の投与調整 ■ CVCの抜去 □ カテコラミンの投与量調整

□ 人工呼吸器からの離脱 ■ PICCの挿入 □ 降圧剤の投与量調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投与量調整

□ ペースメーカーの操作/管理 □ 陰圧閉鎖療法 □ 糖質・電解質輸液の投与量調整

□ ペースメーカーリードの抜去 ■ 創部ドレーンの抜去 □ 利尿薬の投与量調整

□ PCPSの操作/管理 ■ 動脈採血 □ 抗けいれん剤の臨時投与

□ IABP離脱時の補助頻度の調整 ■ 動脈ラインの確保 □ 抗精神病薬の臨時投与

□ 心嚢ドレーンの抜去 □ 急性血液透析の操作/管理 □ 抗不安薬の臨時投与

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー輸液の投与量調整 □ 血管外漏出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンの抜去 ■ 脱水時の輸液

実施可能な相対的医行為
・手術助手 ・腹腔鏡操作(カメラ助手) ・尿道/尿管カテーテル挿入
・皮下埋没縫合 ・脊椎麻酔

研修内容
・泌尿器科で実施可能な手技の実践
・手術助手
・周術期患者管理
・脊椎麻酔手術管理

2年目：泌尿器科で実施可能な手技を行い、病棟患者の把握・管理ができる

FNP研修プログラム

到達目標
1年目：泌尿器科で実施可能な手技を行い、医師と共に入院患者の病棟管理を実施できる

診療科：岡崎 泌尿器科  指導医：河合昭浩 西野将 
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評価方法
・日常診療・業務の態度、学習状況
・研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に面談にて評価

カンファレンス
・朝8:30よりカンファレンス(月、水、金)

指導医サイン

教授サイン
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作成ೖ 2023೧1月11ೖ
診ྏ科：岡崎医ྏセンター 指಍医：୉ీ将໷、஦ీ俊介 講座教授：ඎ崎行஋、碓ත章ඛ

ハートチーム

ས修可೵なಝఈ行為
■ 気管チューブの位஖௒整 □ ෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時౦༫

■ 侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □胃ᚊ/ௐᚊカテーテルの交換 ■ インスリンの౦༫ྖ௒整

■ ඉ侵襲దཇ圧換気の設ఈร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 □ 硬ຜ外カテーテルによる௡௩剤౦༫

■ ௡静༂の౦༫௒整 ■ CVCのൊ去 ■ カテコラミンの౦༫ྖ௒整

■ 人工呼吸器からの཯୦ ■ PICCのૢ೘ ■ 降圧剤の౦༫ྖ௒整

■ 気切カニューレの交換 ■ 壊死ૌ織の除去 ■ ు解質の౦༫ྖ௒整

■ ペースメーカーの૤作/管ཀྵ ■ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ ౸質・ు解質༎液の౦༫ྖ௒整

■ ペースメーカーリードのൊ去 ■ ૓෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の౦༫ྖ௒整

■ PCPSの૤作/管ཀྵ ■ ಊຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時౦༫

■ IABP཯୦時のึ助ළౕの௒整 ■ ಊຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時౦༫

■ 心ೱドレーンのൊ去 ■ 急性血液ಃ析の૤作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時౦༫

■ 胸腔ドレーンの吸引圧設ఈ ■ 高カロリー༎液の౦༫ྖ௒整 □ 血管外࿛出時のステロイド局஭

■ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ ୦水時の༎液

実施可೵な૮ଲద医行為 ・ಊຼラインൊ去 ・マスク換気
・心ଃ、下肢血管௔音ഀ ・๕合、ൊ糸ൊᭋ ・DC、カルディオバージョン
・手術助手 ・ಊຼ、静ຼシースൊ去 ・気管ૢ管チューブのൊ管
・ൿේන໚のຓ酔(஭射） ・SGカテーテルൊ去
研修಼༲（循環器科）

FNP研修プログラム

౺ୣ໪ඬ：循環器科と心ଃ血管外科とのハートチーム医ྏにおけるNPのༀ割をཀྵ解する。
心ଃカテーテル検査・治ྏ、心ଃు気生ཀྵ検査・カテーテル焼Ḓ術を஦心に循環器科診ྏをཀྵ解する。
心ଃ外科手術および周術期の患者状ସを೼握し、චགྷな治ྏを考察し介೘できる。

・心ଃカテーテル検査・治ྏ
冠ಊຼଆ影検査や経ൿద冠ಊຼステントཻ஖術のన応や治ྏプロセスについて、また手技の助手業ແについて習ಚする。
・心筋焼Ḓ術（カテーテルアブレーション）・ペースメーカー植込み術
上記ಋ༹、治ྏの助手業ແ、デバイス植込み後の管ཀྵについて୴౲医とともに習ಚする。
・ケアユニット・බ౫での管ཀྵ及び処஖
患者回診や༂剤コントロール、検査実施の൓இ、ึ助循環(IABP・ECMO)ૢ೘஦の管ཀྵ、シースൊ去後の圧യ解除、重症
患者の఺院൘ૻなどを୴౲医と૮஌しながら実施する。

研修಼༲（心ଃ血管外科）
▸周術期の患者管ཀྵ
▸心ଃ手術、୉血管手術、ఁ侵襲手術、血管಼治ྏについて
୴౲患者（1症ྭ/1週間）を受持ち、චགྷな検査の見๏、手術న応、術式のཀྵ解、術後管ཀྵ（呼吸・循環、૓෨
管ཀྵなど）を学ぶ
手術ର位の作成、消ಡ、ドレーピング、୊2・୊3助手、ICU൘ૻなどを医師やFNPとともに実施する
▸බ౫（ICU,HCU 含む）：回診、術後処஖、採血や画଀検査の実施の൓இやେ行೘ྙ、༂剤コントロール、重
症患者の൘ૻなどを医師やFNPとともに実施する
▸FNP୉学院生の実習指಍
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研修する疾බ・බସ
循環器科：急性冠症候群、心෈સ、高血圧、อຜ症、෈整ຼなど
心ଃ外科：虚血性心疾患、心ଃอຜ症、୉ಊຼ疾患など

カンファレンス
月：9：00～ICUカンファレンス
火：9：00～ハートチームカンファレンス（循環器಼科と合ಋ）
水：9：00～ICUカンファレンス/
໨：9：00～ICUカンファレンス
金：9：00～ICUカンファレンス

඲価๏๑
・ೖ常業ແのସౕ、診察への姿勢
・患者໚஌、フィジカルアセスメントなどのྡ床൓இ೵ྙ

指಍医サイン

教授サイン
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 作成日   2023೧ 1 月 20 日
診ྏ科：岡崎 ෌人科 指導医：塚田࿪ඛ 講座教授：኏田穣

ས修可೵な特定行為
□ 気管チューブの位置調整 □෴腔ドレーンのൊ去 ■ 抗菌༂のྡ時投༫

□ 侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □胃ᚊ/腸ᚊカテーテルの交換 □ インスリンの投༫ྖ調整

□ ඉ侵襲的ཇ圧換気の設定ร更 □ ᡼ᡨᚊカテーテルの交換 ■ 硬ຜ外カテーテルによる鎮痛剤投༫

■鎮静༂の投༫調整 □ CVCのൊ去 □ カテコラミンの投༫ྖ調整

□ 人工呼吸器からの཯脱 ■PICCの挿೘ □ 降圧剤の投༫ྖ調整

□ 気切カニューレの交換 □ 壊死組織の除去 ■ 電解質の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーの操作/管ཀྵ □ 陰圧ถ鎖ྏ๑ ■ 糖質・電解質༎液の投༫ྖ調整

□ ペースメーカーリードのൊ去 ■ 創෨ドレーンのൊ去 ■ ཤ೚༂の投༫ྖ調整

□ PCPSの操作/管ཀྵ ■ 動ຼ採血 □ 抗けいれん剤のྡ時投༫

□ IABP཯脱時のึ助ළ度の調整 □ 動ຼラインの確ฯ □ 抗精神බ༂のྡ時投༫

□ 心ೱドレーンのൊ去 □ 急性血液透析の操作/管ཀྵ □ 抗෈安༂のྡ時投༫

□ 胸腔ドレーンの吸引圧設定 ■ 高カロリー༎液の投༫ྖ調整 ■ 血管外࿛出時のステロイド局注

□ 胸腔ドレーンのൊ去 ■ 脱水時の༎液

実施可೵な相対的医行為
・ൿ下ດງ๕合 ・Ａlineൊ去 ・ൊ糸/ൊᭋ ・硬ຜ外カテーテルൊ去
・෴腔ἧ刺 ・ＣＶポートἧ刺/ൊ去 ・手術助手（第一助手・第二助手）
・検査や処置時のAir way確ฯ
研修内༲
・෌人科で実施可೵な手技の実践
・周術期の患者管ཀྵ
・手術の第一・第二助手の実施
・බ棟(ICU,HCU含む)：回診、術後処置、採血・画像検査実施の൓断、代行೘ྙ    
 ༂剤コントロールなどを医師やFNPとともに実施する

研修する疾බ・බ態
 子宮ᰏ癌・体癌、ཝ巣癌、子宮筋腫、子宮腺筋症、子宮内ຜ症、ཝ巣ೱ腫、
 性器脱、骨൭内感染 など

FNP研修プログラム

到達໪ඬ
෌人科で手技実施・手術助手を行うことができる。医師と共にබ棟患者管ཀྵ・
外པ患者の診ྏのึ助ができる。
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඲価๏๑
研修プログラムを元に、指導医と研修最終週に໚談にて඲価

カンファレンス
月༷日/週 17：00～19：00 医局会（ཎ週のＯＰＥ決定、術後๏針、困難症ྭ討࿨など）

指導医サイン

教授サイン
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